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②

昭和55年度主要大会カレンダー

そのみどころを探る

⑫
日本リーグ私案

男女の協力による
｀
真の団体戦

″へ

0
デンマークのショーマ ン

スヴェン・プ リ

①

ヨーロッパ情報

審判なしでもフェアプレーで

0
アンケートに答えて

｀
特製ウェア

ク
を/

Join Usア ンケート

①
バドミントンの用語ABC・ Ⅲ
Dの項

⑩
バ ドミントンの用語ABC・ I

Cの項～Dの項

①
ヨネックス・ウェールズ。オープン

動きの速さでキールストロムが優勝

⑫

読者と編集者

羽根打ちサービスって何 ?`まか

⑩
あなたの手で、ひとりでも多く/

新読者紹介運動にご協力を

0
バ ドミントンの用語ABC・ Ⅱ
Dの項

④
i毎外 トピックス
｀
翔んでる

″
サオリほか

⑩

各地の話題

Jしから南から

◇表紙デザイン・構成、本文カット=野間デザイン室

◇今月の表紙=ワ ールドカップ'80で相変らずの強さを見せつけたリム・スイ。キン 撮影=赤星三樹



昭
和
５５
年
度
主
要
大
会
カ
レ
ン
ダ
ー

社
会
人
大
会
は
桐
生
、
イ

ン
カ

レ
は
仙
台
で
開
催

ぜ
ひ
ご
観
戦
を

昭
和
５５
年
度
の
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
主
催
大
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
次
の
よ
つ
に
決
定
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
高
レ
ベ
ル
の
大
会
で
あ

り
、
各
種
目
に
わ
た
っ
て
熱
戦
が
展

開
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

会
場
の
お
近
く
に
お
住
い
の
方
は

ぜ
ひ
ご
観
戦
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

□
第
３０
回
全
日
本
実
業
団
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

◆
含
場
愛
媛
県
新
居
浜
市
民
体
育
館
、
住

友
金
属
新
居
浜
体
育
館
、
住
友
化
学

軒
停
百
洪
体
育
館

◆
期
日
６
月
１３
日
０
～
‐８
日
因

◆
種
日
は
男
子
団
体

②
女
子
団
体

０

一般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

０

一般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

０

一般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

０

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

に
３０
ォ
以
上
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

０
３０
ォ
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス

０
４０
ォ
以
上
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

⑩
４０
ォ
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス

☆
み
ど
こ
ろ

会
社

・
事
業
所
対
抗
の
試
合
だ
け

に
、
各
チ
ー
ム
と
も
団
体
戦
に
か
け

る
意
気
込
み
は
す
さ
ま
じ
い
。

昨
年
の
男
子
団
体
戦
決
勝
で
、
ヨ

ネ
ッ
ク
ス
の
飯
野
選
手
は
足
の
ケ
イ

レ
ン
に
襲
わ
れ
な
が
ら
も
、
試
合
を

捨
て
ず
、
つ
い
に
は
尾
崎
選
手

（電

電
東
京
）
を
破

っ
て
チ
ー
ム
を
優
勝

へ
導
い
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。

２
ダ
ブ
ル
ス
、
３
シ
ン
グ
ル
ス
の

式
の
た
め
、
オ
ー
ダ
ー
も
各
チ
ー

ム
頭
を
悩
ま
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

男
子
は
、
昨
年
９
年
ぶ
り
２
度
目
の

優
勝
を
と
げ
、
日
本
リ
ー
グ
も
勝
ち

と
っ
た
ョ
ネ
ッ
ク
ス
と
電
重
界
示
、

カ
ワ
サ
キ
あ
た
り
が
有
力
だ
が
、
新

人
の
補
強
に
成
功
す
れ
ば
、
ト
ヨ
タ

自
工
あ
た
り
も
伝
統
復
活
の
チ
ャ
ン

ス
長
マ
リ
ル
し
い
えヽ
卜
や
つ
。

女
子
は
創
部
以
来
４
連
覇
の
サ
ン

ト
リ
ー
を
筆
頭
に
、
カ
ワ
サ
キ
、
ヨ

ネ
ッ
ク
ス
、
電
〓五
憂
示
と
い
っ
た
と

こ
ろ
が
上
位
に
名
を
連
ら
ね
る
だ
ろ

個
人
戦
は
激
烈
な
団
体
戦
の
あ
と

だ
け
に
、
ス
タ
ミ
ナ
の
勝
負
と
い
っ

た
要
素
も
強
く
、
種
目
を
し
ぼ
っ
て

出
場
す
る
選
手
に
チ
ャ
ン
ス
が
大
き

い
，ｃ
い
えヽ
卜
で
つ
。

□
第
”
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

◆
会
場
香
川
県
善
通
寺
市
尽
誠
学
園
体
育

館
、
四
国
学
院
大
学
体
育
館
、
市
立

東
中
学
校
体
育
館
、
市
立
西
中
学
校

体
育
館
、
市
立
中
央
小
学
校
体
育
館

◆
期
日
８
月
２
日
０
～
６
日
因

◆
種
目
に
男
子
団
体

０
女
子
団
体

０
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

０
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

に
男
子
ダ
ブ
ル
ス

０
女
子
ダ
ブ
ル
ス

◆
参
加
制
限

①
各
都
道
府
県
は
男
女
団
体
各
１

チ
ー
ム
。
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
各
２
名
、
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バ ドミントン界☆ 1980・ 3

男
女
ダ
ブ
ル
ス
各
２
組
。

②
北
海
道
は
、
道
北

・
道
南
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
男
女
団
体
各
１
チ
ー
ム
、

男
女
シ
ン
グ
ル
ス
各
２
名
、
男
女
ダ

ブ
ル
ス
各
２
組
。

０
開
催
県

（香
川
県
）
は
男
女
団

体
各
２
チ
ー
ム
、
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

各
４
名
、
男
女
ダ
ブ
ル
ス
各
４
組
。

★
み
ど
こ
ろ

団
体
戦
は
昨
年
か
ら
２
ダ
ブ
ル
ス

ー
シ
ン
グ
ル
ス
で
の
対
抗
戦
と
な
り
、

選
手
は
１
試
合
に
１
回
の
み
の
出
場

と
な
る
た
め

（
つ
ま
り
単
複
に
兼
ね

て
出
場
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）、
相

手
に
よ
っ
て
オ
ー
ダ
ー
を
変
え
る
チ

ー
ム
も
多
ふ
。

こ
の
新
方
式
に
よ
り
選
手
の
疲
労

は
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
真
夏

の
大
会
だ
け
に
、
ま
だ
ま
だ
ス
タ
ミ

ナ
の
勝
負
と
い
う
要
素
も
強
い
。

昨
年
の
北
田

（四
条
畷
学
園
）
の

よ
つ
に
傑
出
し
た
選
手
は
い
な
い
が
、

ユ
ー
バ
上
杯
防
衛
戦
を
来
年
に
控
え
、

そ
の
チ
ー
ム
の
一
員
と
な
る
よ
う
な

選
手
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。男
子
も
二
連
覇
の
権
藤

（九
州
学

院
）
が
卒
業
し
、
ど
の
よ
う
な
戦
い

が
展
開
さ
れ
る
か
興
味
深
い
。

□
第
”
回
全
日
本
教
島
ロ
ス
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

◆
会
場

サ
ン
ト
リ
ー
の
カ
ギ
を
に
ぎ
る
東
海
林

長
谷
川

（石
川
）、
村
元

（青
森
）、

関

（末
一こ
、
工
藤

（熊
本
）、
杉
田

（神
奈
川
）
と
い
っ
た
名
プ
レ
ー
ヤ

ー
が
い
る
。

団
体
戦
は
２
ダ
ブ
ル
ス
３
シ
ン
グ

ル
ス
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
形
式
で

行
わ
れ
る
た
め
、
真
夏
の
暑
さ
の
も

と
、
し
烈
な
戦
い
と
な
る
の
は
必
至

で
あ
る
。

日
第
１０
回
全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会

◆
会
場
熊
本
県
熊
本
市
営
体
育
館

◆
期
日
８
月
２４
日
０
～
２６
日
ω

◆
種
目

教
職
員
の
実
力
者

・
長
谷
川

（
石
川
）

①
全
国
８
ブ
ロ
ッ
ク
（北
海
道
１
、

東
北
３
、
関
東
４
、
東
海
北
陸
２
、

近
畿
２
、
中
国
１
、
四
国
１
、
九
州

１
と
開
催
地
１
）
の
代
表
で
、
１
校

単
位
で
編
成
さ
れ
た
男
女
各
１６
チ
ー

ム
に
よ
る
団
体
戦

②
団
体
戦
と
同
数
の
男
女
各
シ
ン

グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
に
よ
る
個
人
戦

◆
競
技
方
法

団
体
戦
は
１
ダ
ブ
ル
ス
、
２
シ
ン

グ
ル
ス
の
対
抗
戦
と
し
、
同

一
選
手

が
単
複
を
兼
ね
て
出
場
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

個
人
戦
は
単
複
を
兼
ね
て
出
場
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

★
み
ど
こ
ろ

中
学
生
と
い
え
ど
も
、
近
年
は
あ

石
川
県
金
沢
市
石
川
県
体
育
館

金
沢
大
学
体
育
館

◆
期
日
８
月
８
日
０
～
１２
日
ω

◆
種
日
０
男
子
団
体

②
女
子
団
体

０
成
壮
年
男
子
団
体

０
一般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

⑤
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

０
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

０
一般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

③
３０
ォ
以
上
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

０
３０
ォ
以
上
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

①
３０
ォ
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス

０
３０
ォ
以
上
女
子
ダ
ブ
ル
ス

０
４０
ォ
以
上
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

０
４０
ォ
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス

０
５０
ォ
以
上
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

的
５０
ォ
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス

①
混
合
ダ
ブ
ル
ス

★
み
ど
こ
ろ

こ
の
大
会
は
、
先
生
方
と
教
育
機

関
に
勤
務
す
る
人

（教
育
委
員
会
を

含
む
）
に
よ
っ
て
争
わ
れ
る
が
、
勝

敗
を
超
え
た
交
流
が
見
ら
れ
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。

夏
休
み
に
開
か
れ
る
た
め
、
大
会

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
選
手
が
全
国

各
地
に
い
る
。
毎
年
こ
の
大
会
で
旧

交
を
暖
め
る
人
、
Ｏ
Ｂ
会
を
開
く
同

窓
生
な
ど
話
題
に
は
こ
と
欠
か
な
い
。

と
い
っ
て
も
レ
ベ
ル
が
低
い
と
か
、

の
ん
び
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
日
体
大
Ｏ
Ｂ
の
な
か
に
は

優
秀
な
選
手
も
多
く
、
そ
の
他
に
も

ｋ
熟

‐
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銭

谷

（
カ

ワ

サ

キ

）
は

ま

た

ま

た

ト

ッ
プ

を

な
ど
り
が
た
い
実
力
を
つ
け
て
お
り
、

昨
年
の
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
は
、
熊

本
の
中
学
生

（森
山
、
高
峯
）
が
出

場
し
、
単
複
と
も
に
二
回
戦

へ
進
出

し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

次
代
の
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
を

に
な
う
プ
レ
ー
ャ
ー
の
出
現
が
期
待

さ
れ
る
が
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
走
る
ス

ケ
ー
ル
の
小
さ
い
選
手
よ
り
も
、
将

来
性
を
秘
め
た

″未
完
の
大
器
″
を

待
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

国
第
２３
回
全
日
本
社
会
人
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

◆
含
場
群
馬
県
桐
生
市
市
民
体
育
館
、
市

立
商
業
高
校
体
育
館

◆
期
日

９
月
１４
日
０
～
１７
日
因

◆
種
目
０

一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

②

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

０

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

０

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

０
３０
ォ
以
上
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

“
３０
ォ
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス

０
３０
ォ
以
上
女
子
ダ
ブ
ル
ス

０
４０
ォ
以
上
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

０
４０
ォ
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス

⑩
４０
ォ
以
上
女
子
ダ
ブ
ル
ス

ω
５０
ォ
以
上
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

０
５０
才
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス

ω
混
合
ダ
ブ
ル
ス

★
み
ど
こ
ろ

こ
の
大
会
は
、
各
都
道
府
県
の
日

本
協
会
登
録
人
数
に
応
し
て
の
ワ
ク

１０
月
２０
日
０
～
２５
日
０

◆
種
目
は
男
子
団
体
戦

②
女
子
団
体
戦

③
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

に
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

⑤
男
子
ダ
ブ
ル
ス

０
女
子
ダ
ブ
ル
ス

★
み
ど
こ
ろ

リ
ー
グ
戦
と
異
な
り
、
２
ダ
ブ
ル

ス
、
３
シ
ン
グ
ル
ス
の
試
合
で
あ
り
、

メ
ン
バ
ー
の
少
な
い
チ
ー
ム
に
も
上

位
進
出
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

昨
年
は
関
東
大
学
リ
ー
グ
男
子
１

部
量
卜
位
の
青
山
学
院
大
が
見
事
に

ベ
ス
ト
４
に
進
出
し
て
い
る
の
も
そ

の
い
い
例
で
あ
る
。

個
人
戦
で
は
、
学
生
生
活
の
有
終

の
美
を
飾
ろ
う
と
４
年
生
が
奮
起
す

る
の
も
、
見
て
い
て
気
持
ち
の
よ
い

も
の
で
あ
る
。

□
昭
和
５５
年
度
全
日
本
総
合
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会

◆
合
場
東
京
都
内
の
予
定

◆
期
日
Ｈ
月
２０
日
囚
～
２３
日
０

以
内
の
出
場
し
か
許
さ
れ
ず
、
東
京

を
除
き

（東
京
は
登
録
数
が
非
常
に

多
い
）
各
県
と
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

選
手
が
出
場
し
て
く
る
。

と
く
に
実
業
団
に
加
盟
し
て
い
な

い
選
手
に
と
っ
て
は
数
少
な
い
全
国

大
会
で
あ
る
た
め
、
そ
の
意
気
込
み

は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。

女
子
の
年
令
別
種
目
に
は
、
各
地

の
マ
マ
さ
ん
選
手
が
出
場
し
、
こ
の

大
会
を
よ
り
楽
し
い
も
の
と
し
て
い

る
。
マ
マ
さ
ん
必
見
の
大
会
で
あ
る
。

固
第
制
回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会

◆
会
場
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
尚
綱
女
子
学
院
体
育
館

◆
期
日

西
山
（
中
大
）
は
学
生
界
実
カ
ナ
ン
パ
ー
ワ
ン 川

島
（
東
女
体
）
も
大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ

嶺

●ｙ
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全
英
選
手
権
大
会
●
賞
金
額

男

子

シ

ン
グ

ル
ス
・

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
は
５５
万
円

◆
種
目
に
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

②
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

③
男
子
ダ
ブ
ル
ス

に
女
子
ダ
ブ
ル
ス

ｍ
Ｗ
人
ロダ
ブ
ル
ス

バ ドミン トン界 ☆ 980・ 3

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
タ
イ
ト
ル
を
手
に
し
た
い
土
田
（
電
電
東
京
）

大
会
ラ
ン
キ
ン
グ
個
人
戦
８
位
以
内

０
今
年
度
全
日
本
社
会
人
選
手
権

大
会
ラ
ン
キ
ン
グ
個
人
戦

一
般
の
部

８
位
以
内

θ
今
年
度
全
日
本
教
職
員
選
手
権

大
会
ラ
ン
キ
ン
グ
個
人
戦

一
般
の
部

８
位
以
内

⑥
今
年
度
全
日
本
実
業
団
選
手
権

大
会
ラ
ン
キ
ン
グ
個
人
戦

一
般
の
部

８
位
以
内

０
日
本
協
会
競
技
委
員
会
推
薦
選

手
若
千
名

★
み
ど
こ
ろ

高
校
生
か
ら

一
般
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ベ
ス
ト
８
が

一
堂
に
会
し
て
の

本
大
会
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
プ
レ
ー

ヤ
ー
な
ら

一
度
は
出
場
し
た
い
も
の

で
あ
る
。
と
く
に
代
々
木
第
二
体
育

館
で
の
上
位
戦
に
残
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
思
い
出
と
な
る

は
ず
で
あ
る
。

◆
参
加
資
格

①
昭
和
５４
年
度
本
大
会
ラ
ン
キ
ン

グ
各
１０
位
以
内

②
今
年
度
全
日
本
学
生
選
手
権
大

会
ラ
ン
キ
ン
グ
個
人
戦
８
位
以
内

０
今
年
度
全
国
一［
等
学
校
選
手
権

昨
年
は
マ
ス
タ
ー
ズ
。オ
ー
プ
ン
、

ラ
ン
ダ
ー
ス
・
オ
ー
プ
ン
な
ど
賞
金

の
つ
い
た
大
会
が
開
か
れ
た
が
、
時

代
の
流
れ
に
合
わ
せ
、
い
よ
い
よ
伝

統
を
誇
る
全
英
選
手
権
大
会
に
も
賞

金
が
か
け
ら
れ
た
。

金
額
は
左
記
の
と
お
り
で
、
総
額

は
１
万
５
２
５
ポ
ン
ド
で
、
邦
貨
で

約
５
８
０
万
円
で
あ
る
が
、
こ
の
賞

金
を
受
け
取
れ
る
の
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｆ
の

認
め
た
認
定
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
け
で
、

他
の
選
手
に
は
渡
ら
ず
、
そ
の
所
属

協
会

へ
直
接
送
金
さ
れ
る
こ
と
に
な

つムυ。

★
賞
金
額

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

ー
位
＝
１
０
０
０
ポ
ン
ド
、
２
位

＝
５
０
０
ポ
ン
ド
、
３
位
＝
２
０
０

ポ
ン
ド
、
ベ
ス
ト
８
＝
１
０
０
ポ
ン

ド◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

ー
位
＝
７
５
０
ポ
ン
ド
、
２
位
＝

３
７
５
ポ
ン
ド
、
３
位
＝
１
５
０
ポ

ン
ド
、
ベ
ス
ト
８
＝
７５

・
５０
ポ
ン
ド

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

ー
位
＝
１
０
０
０
ポ
ン
ド
、
２
位

＝
５
０
０
ポ
ン
ド
、
３
位
＝
２
５
０

ポ
ン
ド
、
ベ
ス
ト
８
＝
１
２
５
ポ
ン

ド◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

ー
位
＝
８
０
０
ポ
ン
ド
、
２
位
＝

４
０
０
ポ
ン
ド
、
３
位
＝
２
０
０
ポ

ン
ド
、
ベ
ス
ト
８
＝
１
０
０
ポ
ン
ド

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス

ー
位
＝
８
０
０
ポ
ン
ド
、
２
位
＝

４
０
０
ポ
ン
ド
、
３
位
＝
２
０
０
ポ

ン
ド
、
ベ
ス
ト
８
＝
１
０
０
ポ
ン
ド

※
１
ポ
ン
ド
は
約
５
５
０
円
。
ダ

ブ
ル
ス
の
賞
令
は
１
組
に
対
し
て

の
も
の
。
し
た
が
っ
て

一
人
は
半

一分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ユーバー杯のカナメ。米倉(電電東京)
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デ
ン
マ
ー
ク
の
シ
ョ
ー
マ
ン

ス
ヴ
エ
ン
・プ
リ

ス
ヴ
エ
ン
・
プ
リ
と
い
え
ば
、
も

う
日
本
で
も
お
な
じ
み
。
体
中
筋
肉

と
い
っ
た
姿
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な

い
よ
う
仕
草
と
シ
ョ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ

で
、
大
変
な
人
気
者
で
あ
る
。

そ
れ
で
い
て
実
力
も
超

一
流
。
全

英
選
手
権
の
タ
イ
ト
ル
も
ル
デ
イ
・

ハ
ル
ト
ノ
を
倒
し
て
７５
年
に
獲
得
し

て
い
る
。

昨
年
の
ト
マ
ス
杯
に
も
デ
ン
マ
ー

ク
の
大
黒
柱
と
し
て
出
場
し
、

″敵

地
″
イ
ン
ド
ネ
シ
乙
て
も
、
フ
ア
ン

の
大
か
っ
さ
い
を
受
け
た
の
て
あ
る
。

そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
、

″
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
″
１
月
号
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
の
で
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（訳

・
友
枝
康
子
）

「ほ
く
は
も
う
二
十
五
年
も
や
っ
て

る
ん
で
す
よ
…
…
ノ
」
エ
ル
シ
ノ
ア

の
胸
壁
上
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
よ
ろ
し
く

ネット越しに相手に話しかけたり、

｀｀ も` ｀お

女
性
審
判
員
に
哀
願
の
身
ぶ
り
を
す

る
ス
ヴ
ェ
ン
・
プ
リ
。
ア
ル
バ
ー
ト

・
ホ
ー
ル
の
観
衆
の
中
の
女
学
生
た

ち
が
く
す
く
す
笑
い
出
し
た
。

「
フ

ォ
ー
ル
ト
／
」
を
宣
告
さ
れ
た
サ
ー

ビ
ス
ヘ
の
抗
議
だ
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
、
こ
の
ず
ん

ぐ
り
と
し
た
、
生
意
気
な
デ
ン
マ
ー

ク
青
年
は
人
気
が
あ
っ
た
。
自
分
た

ち
の
国
民
的
英
雄
ル
デ
ィ

・
ハ
ル
ト

ノ
を

一
度
な
ら
ず
四
度
も
破
っ
た
か

ら
だ
。
ス
ヴ
エ
ン
は
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や

る
に
は
こ
の
上
な
い
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
の
中

心
に
あ
る
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ホ
ー
ル

か
ら
、
ほ
ん
の
５０
メ
ー
ト
ル
の
と
こ

ろ
で
生
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。

子
供
の
頃
の
苗
字
は
ア
≧
ア
ル
セ

ン
。改
姓
の
わ
け
は
誰
も
知
ら
な
い
。

天
成
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
プ
レ
ー
ヤ

―
の
彼
は
、
十
二
か
ら
十
八
ま
で
デ

ン
マ
ー
ク
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
。
翌
年
に
は
シ
ニ
ア
と
し
て
代

表
選
手
に
な
っ
て
い
る
。

生
来
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
ス
ヴ
ェ

ン
は
、
学
校
時
代
あ
ら
ゆ
る
競
技
を

や
っ
た
が
、
そ
の
ス
タ
ミ
ナ
は
サ
イ

ク
リ
ン
グ
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

誰
も
か
な
わ
ぬ
そ
の
脚
も
、
四
年

前
に
大
腿
部
を
痛
め
て
か
ら
は
、
走

る
の
に
故
障
が
生
じ
、
水
泳
中
に
右

脚
が
け
い
れ
ん
す
る
こ
と
も
あ
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
の
全
盛
期
は

２５
歳
か
ら
２９
歳
だ
と
思
っ
て
い
る
プ

リ
は
、
今
３３
歳
。
ハ
ン
セ
ン
や
プ
ラ

カ
シ
ュ
な
ど
新
星
の
台
頭
に
、
い
ら

だ
ち
を
覚
え
な
い
だ
ろ
う
か
？

「何

も
か
も
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
こ
の
世
の
終
り
と
思

っ
て
も
始
ま
ら
な
い
。
今
の
自
分
の

こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て
る
よ
。
そ
れ

1

F
I轟



バ ドミントン界☆1980・ 3

足の間から返球したり、

コートに座り込んだり、

大
げ
さ
に
＜
や
し
が
つ
た
り
、
大
忙
し
の
フ
リ

に
、
さ
い
わ
い
す
ば
ら
し
い
家
庭
に

恵
ま
れ
て
い
る
」

ス
ヴ
ェ
ン
の
半
生
記
の
原
稿
に
大

幅
に
手
を
い
れ
た
の
は
妻
の
ト
ー
ヴ

エ
。
彼
女
も
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し

む
が
、
六
歳
の
娘
の
ジ
ュ
リ
ア
は
、

「興
味
な
い
も
の
」
と
素
っ
気
な
い
。

コ
ベ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
ス
ボ
ー
ツ
用

品
店
を
持
っ
か
た
わ
ら
、
こ
っ
と
う

品
の
取
引
き
に
も
手
を
染
め
て
い
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ト
ツ
プ
を
降
り
た

ら
、
あ
と
は
こ
っ
と
う
に
専
念
し
た

い
と
言
う
。

彼
の
ゴ
ツ
イ
体
は
、
ほ
っ
そ
り
し

た
選
手
の
中
で
は
、
い
つ
も
目
立
っ
。

ワ
イ
ン
と
う
ま
い
も
の
に
は
目
が
な

い
が
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
必
要
は
な
く
、

練
習
で
十
分
。

そ
の
大
き
な
体
は
、
ど
ん
な
位
置

に
い
て
も
、
ア
ク
ロ
バ
ツ
ト
の
よ
う

な
技
で

「取
れ
そ
う
に
な
い
と
思
っ

た
シ
ャ
ト
ル
」
を
さ
ば
く
。
完
全
な

ス
ピ
ン
・
タ
ー
ン
、
脚
の
間
を
狙
っ

た
シ
ョ
ッ
ト
、
微
妙
な
手
首
の
使
い

方
で
し
ば
し
ば
占
環

かヽ
せ
ぐ
。

そ
れ
に
、
コ
ー
ト
上
の
プ
リ
は
シ

ョ
ー
マ
ン
顔
負
け
だ
。
対
戦
相
手
の

ノ
ラ

・
ベ
リ
ー
に
、
ネ
ッ
ト
越
し
に

「何
時
だ
い
、
ノ
ラ
？
」
と
何
度
も

尋
ね
た
り
、
タ
オ
ル
を
取
り
に
コ
ー

ト
を
離
れ
る
プ
ラ
カ
シ
ュ
に

「ご
ゆ

つ
く
り
／
」
と
い
た
ず
ら
っ
ぼ
く
声

を
か
け
る
。
ア
ル
バ
ー
ト

・
ホ
ー
ル

の
す
き
間
風
に
は
こ
つヽ
言
っ
た
。
「
フ

ラ
カ
シ
ュ
に
は
こ
た
え
な
い
よ
。
デ

ン
マ
ー
ク
の
ホ
ー
ル
は
完
壁
で
風
な

ん
て
入
ら
な
い
。
イ
ン
ド
じ
ゃ
、
ジ

ャ
ン
グ
ル
や
変
っ
た

『鳥
」
に
慣
れ

て
る
ん
だ
」

最
近
の
マ
ス
タ
ー
ズ

・
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
観
て
い
た
プ
リ
は
デ
ン
マ
ー

ク

・
チ
ー
ム
の
一
人
に
言
っ
た
。

「ど
ん
な
選
手
が
で
き
る
か
な
、
も

し
フ
ロ
ス
ト

・
ハ
ン
セ
ン
の
脚
と
フ

レ
ミ
ン
グ
の
パ
ッ
ク
ハ
ン
ド
…
…
そ

れ
と
ぼ
く
の
頭
脳
が
揃
っ
た
ら
′
」

観
戦
中
で
も
、
こ
の
エ
ン
タ
テ
ィ

ナ
ー
は
お
と
な
し
く
し
て
い
な
い
。

Ｅ
Ｆ
』
Ｌ

頑

Z



ガツツ・バドミントン
オールジャパン男子シングルスで V8をなしとげ

た日本最強の
｀
ガッツ
ク′卜島が、そのすべてをさ

らけ出した書。日本図書館協会選定図書十一一〃

☆著者紹介★

小島一平 (コ ジマ イッペイ)は、神奈川県立緑ヶ丘
高校、中央大学卒。高校時代はインターハイ・シングル

ス2位だったが、大学に入ってからメキメキ実力をつけ、

昭和41年から昭不口50年の間に、オールジャパン・シング

ルス優勝8回、同グブルス優勝4回 という、わが国最高

の記録を残している。全英選手権でも単複3位のほか、

デンマーク・オープンでは単複に優勝している。

ヨネックススポーツを経て、現在はラケットショップ

元町常務取締イ先

限りなき挑戦

小島一平著

勝利へのガイドブツク〃

好評発売中〃

菊倍判 (225ミ リ×295ミ リ)

定価2000円 (送料240円 )

く本書の内容〉

第 I部 体当たり半生記
1バ ドミントンとの出会い/2ト ップ・プレーヤーと

接する/3オールジャパンを制す/4限 りなきljM
第 H部 実戦アドバイス
1カ去よりも意欲だ/2体力づくりに近道はない/3
より速 く、より高く、より前で

第HI部 わがライバルたち
1日 本最高のシングルス・プレーヤー (秋山真男)/
2団体戦に燃えた男 (本間順次)/3夢 ではない

｀
世界

一
″
(銭谷欽治)/4も の静かな全英チャンピオン (タ
ン・アイク・ハン)/5デ ンマークの暴れん坊 (スヴェ
ン・プリ)/6史上最強の天才プレーヤー (ルディ。ハ
ルトノ)

第Ⅳ部 主要大会記録 。ルール
トマス杯大会/ユーパー杯大会/全英選手権大会/デ
ンマーク。オープン大会/世界選手権大会/全日本総合

選手権大会/競技規則/審判用語

★連続写真 ;Jヽ島一平、銭谷欽治、中井基夫、長谷川博

幸、西山博司によるHフ ォームを収録″

■出版案内
バ ドミン トン界編集部

お申込みは巻末とし込みの振替用紙で、お近くの郵硬局からどうぞ
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アンケートに答えて ｀特製ウェア〃を″

バ ドミン トンを楽 しみ た いが 、 ど こに行 けば で き るの
か、 どん な人 た ちが ゃ っ て ぃ るの か … … な どわ か らな い
こ とが 多 く、個 人 の 力 で は な か な か 実 現 しな い もの で す。
そ こで、 下記 の ア ンケ ー トにぜ ひ ご協 力 い た だ きた ぃ
の で す。 1人 で も多 くの バ ド仲 間 をつ くり、 バ ドミン ト
ンの 楽 しさを知 っ て も らい ま しょ う。

luoin Us V>hr-F-a
(1)あ な たの 所 属 して い る ク ラ ブ・ サ ー クル名
(2)代表 の お名 前
(3)連絡 先 住所 (で きれ ば電 話 も )
(4)練習 会 場
(5)練習 日 0日寺間
(6)ク ラ ブ・ サ ー クル の 技 術 レベ ル と対 象
(7)新規 に入 会 で き るか ど うか

(8)入会 金・ 会 費
(9)そ の他 知 らせ た ぃ こ と

以 上 (1)か ら(9)ま で 、 ハ ガ キ に もれ な く記 入 して くだ さ
い。 ア ンケ ー トに お答 え くだ さっ た方 の 中 か ら、 10名 の
方 々 に、 B`ADMINToN WoRLD″ の プ リン ト入 り特 製
半 袖 ウ ェア を プ レゼ ン トい た します。
サ イ ズ は 男子 用 Mと Sで すが 、 女 子 は 男子 用 Sが ビッ
タ リで す。 Mか Sか ご希 望 の サ イ ズ を明 記 して くだ さい。

◆ あ て先 ;〒 152 東 京 都 目 黒 区 鷹 番 2-8-22-205
バ ド ミ ン トン界 編 集 音『

◆ しめ きり

◆ プ レゼ ン

; 4月 30日 (消 E口有 効 )
卜当選 者 は本 誌 6月 号 で 発 表



なお、このクロスコートを単に「クロス」と呼ぶのは日本語の俗称。英語としては正し<ない。ただし、次のようないい

方はある。Hit the shuttle back qq呪 羽 the net lnto the opposit cOurt(ネ ットを越
して、シヤトルを相手側

に返しなさい。)クロスではな<フクロスであることに注意。

嗜, angie(アングル)

cut カット。一般用語の「切る」から派生 スポーツでは、ラケツトなどで球を 切`る
〃ような動作で打つ (動。ON)ま

たは、そのような打球、をいつている。ノヽドミントンでは、ドロップ
・シ∃ットの応用技術 (または変種)打法 (またはそ

の打球)を指す。

ドロッフ・シ∃ットでは、頭上でシヤトルにラケツトをほぼ垂直に当て、振り切らずに力を抜いてその
まま下にさげて<

るが、カツトではシヤトルの台尻の側面寄りをとらえ、右倶」から自分の体の左倶」下へ (または左倶」から右倶」下
へ)ななめに

こすりおろすようにラケツトをひいて<る。これによつて、シヤトルには横回転がかかるので、ネットを越し
たあと石が左

かに曲がつて落ち、相手の待球の予測を狂わせることができる。
くCの項おわり〉

dab ダフ。日慣れない言葉だろうが、ネット・シヨット (net ShOt=ネット際での短い打球)の一種を指して使われて

いる。一般用語としては「軽<あさえる」動作をあらわす (たとえば、顔ににじんだ汗をハンカチで軽<おさえるなど)。

ネット・シヨットといえば、すぐに思い浮がべるのはプツシユ (push)だろうが、フツシュは主として手首のスナッフ

をきかせて鋭<打つ ミ`ニ・スマッシユ
″のような打法を指す。これに対してダフの場合は、テニスのストツフ

・ボレーの

ように、打面を軽<シヤトルに当てるだけ、いわば ミ`ニ・ドロツプ
″だと者えればよい。

dash ダッシュ。突進、突撃 (する)意味。陸上競技の短距離 (400mま で)は 100醐 dash、 200 m dashの ようにいう。

文章の途中に使う
°
一"(長い棒の符号)もダッシユである。日本バドミントン協会指導委員会が昭利40年|こ讀とめた用語集

の中では「打球位置に向い突進すること」と説明されている。

この類語にラッシユ (rush.ラ ッシユアワーなどと使う)がある。この方は多量のものきたは人が4点に向かつて、わつ

と押しかけるという語感ガ強<、 フツトポールやアイスホッケーなどでは専P9用語として使われている。このほか
パドミン

トン、テニスではネットに向かつて突進することを意味し r゙ush the net'(ラ ッシユ
・ザ・ネット)ガ専門用語として認

められている。前出、日本バドミントン協会の用語集では「シヤトルをとらえるためにネット際へ突進すること」
となつて

いる。同じ 突`進
″でも、ネットヘ向かうときは dashの方は使わないようだ。

dead heat デッドヒート。いつ頃から誰が使い始めたのかわからないが「すさまじいデツドヒートを<り広げた」など

と書き、漢字で 死`闘
″と表現している。一見名訳のようだが全<の誤りで、しいていえば

｀
lll製英語
〃にすぎない。英語

でのこの意味は
｀
同着
″ということである。

もともとは競馬から出た言葉で、肉眼では着順半」定ができないため写真判定 (photO finish)に持ち込まれた状態をいい

表わしたものガ語源とされている。したがつて、日本語での解釈 (死闘を演ずる)のようにレースの 途`中経過
″を示すも

のではな<、 かつまた、競馬、陸上、水泳、ポート、スケートのように、着順を争う競技以外には用いることができない。

decept:onげ feint(フェイント)

default デイフオールト。不戦敗といい表わすことが多いが、棄権、失格いずれかの要素も含んでいる言葉である。す

なわち、④参力0申し込みはしたガ、病気、ケガなど不演」の事態のため出場できな<なる。②遅亥」して試合|こ間に合わない。

③出場したが、病気、ケガなど不測の事態で、最後まで試合を続けられな<なつた。④試合中、不適当なふるまいをして退

場 (失格)させられてしまう一―などの状態を総称している。①は棄権、③は途中棄権、②は失格、④も失格の表現で書き

換えることができる。.

以上の状態が起こつた時は、相手に対していわば自動的に勝利が5えられる (不戦勝)。 デイフオールトは名詞、動詞同

形で、両称|こ用いられ、日本では学生の競技界などで デ`フオ
″と呼びならわしている。元来は、債務の不履行という商行

為の用語。それが「約束 (契約)を満たす (履行する)のに失敗する」広い意味に発展し、スポーツ用語にも取り入れられ

た。

□ 失格は英語では usquallfication(ディスフオリフイケーシ∃ン。動詞は disqualify)、 棄権のことはwithdrawd

(ウィズドロール。動詞は withdraw)または scratch(ス クラッチ。動言0も同じ)という。 (18ページヘつづく)
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後藤忠弘/編

counter カウンター。前項の勘定台と同じ綴りだが、男」の言葉で、①逆の(形容詞)②反撃する、打ち返す(動詞)の 2
つの意味がある。②はカウンターバンチを浴びせる、などという言葉でもわかるように、相手の攻めてきた出バナをとらえ、
逆にこちらが攻める動作。

サッカーやフィスホッケーのような球技で、ポールをつかんだら間髪を入れずに攻撃に移ることをカウンターアタッ
ク 6ounterattack)と 称する。この語は同じ主旨で、広<｀反撃″の意に使える。ノヽドミントンでも、いわゆる 切`り返
し〃 貝`0座の反撃

″はカウンターアタックでぁる。

口日 Lene Kё ppen, lA/lth her counterattack, a series of dropshOt tO her enemy's forecourt corners,

went on to win the 2nd game easily(コ ベンは相手の前陣両コーナーに、続けざまにドロップシ∃ットで逆襲し、
難な<第 2ゲームをものにした。)

□ 「逆の」という意味のカウンターの使い万としては clockwise(ク ロックワイズ=時。lの針回りに)にこの語をつけ
counterc10ckwise(カ ウンタークロックヮィズ=左回りに)などがある。カウンターアタックの類語にはcounterdrive
(カウンタードライフ=逆襲)がある。
course コース。幅の広い言葉で、一般用語としては、①進路②時の経過③万針④教科課程、などを意味する。バドミン
トンでは「いまの球はコースが甘かつた」とか「いぃコースヘ打つた」などと使うことが多い。

しかしスポーツ用語としてのコースは、英語では走路のことで、ランニング(マラソン)、 スキー、競馬などの場合に使わ
れるものである。つまり、これはあらかじめ決められた道筋を意味するので、 4球ごとに異なる打球の進路などに (英語と
して)使うのはよ<ない。

この種の場合は、コースは direction(ディレクシ∃ン=打球の方向)または placement,place(プレースメント、プ
レース=ねらい場所)spot(ス ポット=地点)target(ターケット=ねらい)などに置き替えるのがベター。
□ 水泳や陸上トラック種目で、各選手に害りり当てられた走路のことは、日本では コ`ース〃と称し「第 4のコース、赤
星<ん」などというが、英語では Lane(レーン)を使い・ane number One,Akabosn'のように呼ぶ。
また、野球で打球が「インコース高め」「アウトコース低め」などと コ`ース

″を使うのも利製英語であり、英語では「イ

ンサイド」「アウトサィド」という。

court コート。地面 (床面)を自線で長四角に区切つた競技用区域の総称。ノヽドミントン、テニス、ハンドポール、 ス
カツシユ、バレーポール、卓球などの競技区以は、みなコートと呼ばれる。

この語源はラテン語の ｀庭
″で、ついで ｀家畜を囲う垣根

〃｀
兵■の居住区″｀皇帝の親衛隊

〃へと意味が発展した。これ

が今日の、①へい又は建物で囲われている中庭②宮廷、の意味となった。このコートがスポーッに転用されたのは、テニス

のもとになつたコートテニスが英王室の宮殿の中庭で行われたからである。

□ court house(コートハウス=裁判所。三権が分立していなかった時代は、裁判も王権で行われたDこのほか、婦
人への求愛もコートまたは courtship(コ ートシップ)という。宮廷騎■の婦人への求愛が起源と思われる。
crossecourt クロスコート。クロスは名詞では「十字」、動詞で「交差する、横切る」、形容詞で「交差した、ななめの」
などの意味。したがって、クロスコートはその文字どおり「コートをななめに走る」こと、またはそのような「シ∃ットを

打つ」こと。クロスコートにショットという語をつけて、クロスコート・ショット (crosscourt shot)と いわないでも、

今日では立派な英語として通じている。

国  He nt it back crosscourt deep in ns Opponent's forehand corner(彼 は相手のフォアのコーナー深く、

クロスコートで打ち返した。)
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選
手
の
ポ
ス
タ
ー
を
付
録
に

は
じ
め
ま
し
て
。
バ
ド
界
を
愛
読

し
て
一年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
お
願
い
な
の
で
す
が
、

で
き
る
こ
と
な
ら
、
付
録
の
よ
う
な

感
じ
で
薔
月
何
人
か
ず
つ
で
も
ポ
ス

タ
ー
を
つ
け
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
選
手
へ
の

フ
ア
ン
レ
タ
ー
の
宛
先
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
が

（厚
本
市

。
小
野
寺
厚
子
）

十
ポ
ス
タ
ー
は
ぜ
ひ
実
現
す
る
よ

う
に
準
備
し
ま
す
。
毎
月
と
い
ぅ

の
は
無
理
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
。

フ
ァ
ン
レ
タ
ー
は
会
社
宛
に
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
お
も
な
人
々
の
勤

務
先
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会

社
二
Ｔ
ｌｌ３
東
京
都
文
京
区
湯
島
３

‐
２３
‐
‐３

（栂
野
尾
夫
妻
、
土
田

夫
人
、
飯
野
夫
妻
、
大
場
、
辻
、

長
谷
川
、
関
根
、
大
塚
）

◆
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
エ
業
株
式
会
社

〒
１１０
東
京
都
台
東
区
台
東
２
１
２８

１
５

（銭
谷
、
中
井
、
今
井
、
斉

藤
、
角
田
、
湯
木
、
千
葉
、
近
藤
、

沢
内
、
渡
辺
）

◆
サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社

二
Ｔ
５３０

大
阪
市
北
区
堂
島
浜
通
２
１
１
１

１

（徳
日
、
高
田
、
谷
、
秋
本
、

東
海
林
、
原
口
）

◆
困
昼
電
気
通
信
局
資
材
部
管
理

課
気
付

二
Ｔ
ｌ０６
東
京
都
港
区
六
本

木
１
１
４
１
３０
第
２５
森
ビ
ル

（池

田
、
尾
崎
、
田
所
、
土
田
、
野
本
、

米
倉
、
三
田
）

▲マ
弥
式
会
社
ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

元
町

・
〒
２３‐
横
浜
市
中
区
元
町
５

‐
２０３
元
町
ス
カ
イ
ビ
ル

（小
島
）

◆
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連

盟
、
関
東
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連

盟

●
〒
‐５０
東
京
都
渋
谷
区
神
南
１

‐１
岸
記
念
体
育
会
館

（男

女
学
生
）

◆
な
お
、
会
社
名
の
後
に
必
ず

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
」
と
明
記
す

る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
″

汗
で
グ
リ
ッ
プ
が
す
べ
る

私
は
い
つ
も
手
に
た
く
さ
ん
汗
を

か
く
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。
適
当
な

手
袋
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。（徳
島
市

・
土
丼
弘
臣
）

十
手
袋
を
使
う
ま
え
に
、
グ
リ
ッ

プ
の
部
分
に
、
タ
ォ
ル
グ
リ
ッ
プ

（タ
オ
ル
地
で
で
き
た
テ
ー
プ
で

一暴
に
の
り
が
ひ
い
て
あ
る
も
の
）

か
グ
リ
ッ
プ
テ
ー
プ

（薄
い
す
べ

り
止
め
の
テ
ー
プ
）
を
使
っ
て
み

た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
レ
ザ

ー
の
上
か
ら
巻
く
か
、
レ
ザ
ー
を

は
ず
し
て
か
ら
巻
く
か
な
ど
工
夫

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
手
袋

に
も
指
の
部
分
の
短
く
な
っ
た
も

の

（手
の
ひ
ら
だ
け
の
も
の
）
や

普
通
の
形
の
も
の
な
ど
あ
り
ま
す

し
、
ゴ
ル
フ
用
の
も
の
な
ど
も
試

し
て
も
よ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

価
格
は
次
の
と
お
り
で
、
全
国
の

大
手
ス
ポ
ー
ッ
店
で
扱
っ
て
い
ま

キリ
。

◆
タ
オ
ル
グ
リ
ッ
プ

（２
５
０
円

～
３
０
０
円
、
各
社
製
あ
り
）

◆
グ
リ
ッ
プ
テ
ー
プ

（３
個
セ
ッ

ト

・
６
０
０
円
、
河
崎
ラ
ヶ
ッ
ト

製
）
◆
手
袋

（全
指
＝
２
０
０
０
円
～

２
２
０
０
円
、
半
指
１
６
０
０
円

～
１
８
０
０
円
、
ョ
不
ッ
ク
ス
、

河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
製
）

バ
ツ
ク
ナ
ン
パ
ー
が
ほ
し
い

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
さ
て
、
バ
ド
界
の

旧
号
は
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
そ
の
代
金
は
？
　
私
た

ち
の
ク
ラ
プ
の
保
存
版
と
し
て
、
今

後
の
指
導
や
参
考
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
全

号
を
そ
ろ
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
大
学
は
ま
だ
歴
史
も
浅

く
、
ク
ラ
フ
や
サ
ー
ク
ル
も
よ
う
や

く
活
発
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
底
辺
を
広
げ

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
の
醍
醐
味
を
み
ん
な
に
教
え

て
あ
げ
た
い
の
で
す
。
よ
ろ
し
く
。

（伊
勢
崎
市

・
小
川
民
生
）

中
本
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
申

込
み
は
非
常
に
多
く
、
な
ん
と
か

ご
要
望
に
お
こ
た
え
し
た
い
の
で

す
が
、
整
理
に
時
間
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
整
理
つ
き
し
だ
い
今
月

か
来
月
中
に
一
覧
表
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
代
金

・
送
料
も
そ
の
さ

い
明
記
い
た
し
ま
す
の
で
、
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
に
手
紙
を

先
日
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
別

（京

都
）
は
す
ご
く
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
も
う
ひ
と
つ
パ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
は

一
般
の
人
々
に
漫
透
し
て
い
な
い
こ

と
を
感
じ
ま
す
。
Ｂ
席
は
が
ら
ん
と

し
て
、
昨
年
の
代
々
木
よ
り
少
な
か

つ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。　
一
般
化

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
、
ほ
ん

と
う
に
知
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
を

よ
＜
感
じ
ま
す
が
、
と
く
に
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

男
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
ゲ
ー
ム
は
と
て
も
ス
ピ
ー
ド
と

パ
ワ
ー
の
あ
る
も
の
で
し
た
。
マ
ナ

ー
も
す
ご
＜
よ
く
、
西
出
さ
ん

（中

大
）
の
ラ
ケ
ッ
ト
の
ガ
ツ
ト
が
す
べ

て
切
れ
た
と
き
な
ど
、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
が
自
分
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
貸
し
て
あ

げ
る
と
い
う
場
面
も
す
ご
＜
さ
わ
や

か
で
し
た
。

無
理
な
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン

・
ハ
デ
ィ
ナ
タ
の
住

所

・
連
絡
先
な
ど
教
え
て
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（草
津
市

・
北
川
朋
子
）

中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が

一
般
に
も

っ

と
も
っ
と
広
ま
る
よ
う
、
本
誌
も

全
力
を
尽
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
の
で
、
な
お
い
っ
そ
う
の
ご
協

力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
を
は
じ
め
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
選
手
は
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

・
セ
ン
タ
ー
宛
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
住
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一ζ
，
０
デ
ュ
∽
〓
”
ヨ
〓
，
針
●
，
一”

ｏ
ヽ
ｏ
↓
【
２
ュ
ロ
¨
Ｏ
ｏ
●
”
ｏ
Ｆ

ヽ
●
】”
●
　
りヽ
，
日
】】”
　
【
卜
Ｎ
・

∽
ｏ
口
●
Ч
ｐ
●
　́
』
，
オ
”
『
”
”
）

ＨＺ
∪
Ｏ
Ｚ
同
∽
Ｈ＞

この欄卜の投稿を募集

しています。オ科1の 方

には、記念111を贈 11″

読者と

編集者
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も
っ
と
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て

ワ
ー
ル
ド
カ
ツ
プ
別
最
終
日
、
京

都
ま
で
は
遠
く
て
行
け
な
い
の
で
、

テ
レ
ビ
観
戦
を
し
ま
し
た
。
女
子
ダ

ブ
ル
ス
決
勝
で
日
本
ペ
ア
が
勝
ち
、

と
て
も
う
れ
し
＜
、
興
奮
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
ど
う
し
て
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
決
勝
の
第
１
ゲ
ー
ム
は
放
送

し
な
か
っ
た
の
で
し
よ
う
か
。
時
間

の
関
係
だ
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り

第
１
ゲ
ー
ム
か
ら
見
た
か
つ
た
と
思

い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
テ
ニ
ス
な
ど
に

比
べ
た
ら
見
る
人
も
少
な
い
で
し
よ

う
。
で
も
、
大
き
な
試
合
は
め
っ
た

に
生
で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

で
き
る
だ
け
多
く
テ
レ
ビ
放
映
し
て

く
だ
さ
い
。

だ
れ
も
が
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、

こ
う
い
う
試
合
を
見
た
あ
と
は
、
や

る
気
が
起
こ
る
も
の
で
す
。

め
ざ
せ
″
　
リ
ム

・
ス
イ

・
キ
ン

な
ん
て
…
‥
。

そ
れ
に
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

す
。
し
つ
こ
い
よ
う
で
す
が
、
本
当

に
多
く
、
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
試
合
を

放
送
し
て
＜
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｓ
　
リ
ム

・
ス
イ

・
キ
ン
と
い

う
人
は
、
本
当
に
ゴ
ウ
と
ジ
ュ
ウ
が

同
居
し
て
い
る
人
な
ん
で
す
ね
。
ふ

つ
う
な
ら
ど
つ
ち
か
に
か
た
よ
つ
て

し
ま
う
の
に
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い

人
だ
と
思
い
ま
す
．

（相
模
原
市

・
丼
上
民
子
）

中
テ
レ
ビ
番
組
と
い
う
も
の
は
、

多
く
の
人
が
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
番
組
を
提
供
し
て
い
る
ス
ポ

ン
サ
ー

（広
告
主
）
の
広
告
効
果

が
高
く
な
る
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
見
る
人
が
少
な
け
れ
ば
、
広

告
効
果
が
減
り
、
高
い
広
告
料
に

は
引
き
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
放
送
局
で
も
そ
う
い
っ
た

番
組
は
や
り
た
が
ら
な
い
も
の
な

の
で
す
。　
■

応
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
別
と

し
て
）
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
、
も
っ
と
も

っ
と
電
波
に
乗
っ
て
ほ
し
い
の
で

す
が
、
見
る
人
が
少
な
い

（視
聴

率
が
低
い
）
と
い
う
の
が
現
状
で
、

ビ
ッ
グ

・
イ
ベ
ン
ト

（国
際
大
会

か
オ
ー
ル
ジ
ヤ
パ
ン
）
し
か
、
放

送
さ
れ
な
い
の
で
す
。

わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
本
誌
を
通

し
て
普
及
に
つ
と
め
、
番
組
が
あ

れ
ば
見
た
い
と
い
う
フ
ァ
ン
を
ふ

や
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
丸

そ
う
す
れ
ば
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
広
ま
り
、

″羽
根
つ
き
か
″
と
か

″
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
程
度
か
″
と
い
っ
た

誤
っ
た
認
識
は
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
今
年
は
日
中
大
会
も
久
し
ぶ
り

に
実
現
し
そ
う
で
す
し
、
来
年
は

ュ
ー
バ
ー
杯
の
防
衛
戦
も
あ
り
ま

す
。
多

い
に
期
待
し
て
、
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

私
、
た
だ
い
ま
４５
オ
ヽ
生
活
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し

ん
で
あ
り
ま
す
。

名
古
屋
で
も
家
庭
婦
人
の
連
絡
協

議
会
が
で
き
て
、
今
年
で
５
年
目
を

迎
え
ま
す
。
会
員
は
大
部
の
が
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
教
室
を
出
て
始
め
た
人
た

ち
で
、
運
営
も
家
庭
婦
人
で
行
な
っ

て
い
ま
す
。

現
在
２
３
０
名
ほ
ど
で
、
各
区
単

位
で
練
習
を
し
て
お
り
ま
す
。
生
活

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
行
な
っ
て
い
る
パ

ド
ミ
ン
ト
ン
で
す
が
、
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
に
関
す
る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
知

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
＜
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（名
古
屋
市

・
山
内
恭
江
）

中
マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
普

及
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ほ
ど
に

は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
原
因

は
や
は
り
、
会
場
の
確
保
と
、
用

具
と
く
に
シ
ャ
ト
ル
の
中国騰
に
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
指
導

者
不
足
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
他
区
域
と
の
交
流
も
さ

か
ん
に
な
っ
て
お
り
、
着
実
に
発

展
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
´ヽ
、

ま
す
ま
す
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

羽
根
打
ち
サ
ー
ビ
ス
っ
て
何
？

１
月
号
の
イ
ン
カ
レ
の
記
事
の
中

に
あ
つ
た
″羽
根
打
ち
サ
ー
ビ
ス
″に

つ
い
て
、
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（因
島
市

・
森
本
御
法
）

十
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
で
シ
ョ
ー
ト
サ

ー
ビ
ス
を
打
つ
さ
い
に
、
シ
ャ
ト

ル
を
逆
に

（
コ
ル
ク
の
部
分
が
上

を
向
く
よ
う
に
）
持
っ
て
送
り
出

す
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
シ

ャ
ト
ル
が
ガ
ッ
ト
面
に
当
た
る
と

き
、
コ
ル
ク
と
同
時
に
羽
根
の
部

分
も
打
つ
こ
と
に
な
り
、
ネ
ッ
ト

を
超
え
る
時
に
、
ち
ょ
う
ど
タ
ー

ン
オ
ー
バ
ー

（シ
ャ
ト
ル
の
向
き

が
変
わ
る
こ
と
）
す
る
よ
う
に
な

る
わ
け
で
す
。

ル
イ
ス

・
ポ
ン
コ
の
羽
根
打
ち
サ
ー
フ

レ
シ
ー
ブ
側
と
し
て
は
、
非
常

に
打
ち
づ
ら
い
も
の
で
す
。

昨
年
ま
で
は
、
日
本
で
こ
の
サ

ー
ビ
ス
を
打
つ
人
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
中
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
数
年
前
か
ら
使
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

昨
年
６
月
の
ト
マ
ス
杯
大
会
で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
若
手
、
ル
イ
ス

・
ポ
ン
ゴ
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
使

い
、相
手
を
悩
ま
せ
た
も
の
で
す
。

こ
の
様
子
が
、
本
誌
で
紹
介
さ
れ

る
と
と
も
に
、
実
際
に
こ
の
大
会

を
観
戦
し
た
人
々
か
ら
も
広
ま
り
、

各
地
で

″羽
根
打
ち
サ
ー
ビ
ス
″

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
題
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
さ
い
に

ラ
ケ
ッ
ト
と
シ
ャ
ト
ル
が
離
れ
て

い
る
と
、
打
つ
前
に
コ
ル
ク
が
下
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を
向
い
て
し
ま
い
、
ふ
？
っ
の
サ

ー
ビ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
む
ず
か
し
い
こ

と
、
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
フ
ォ
ル

ト
を
犯
し
や
す

い
こ
と
、
そ
し
て

サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
て

私
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

一
愛
好
家

で
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
も
身
近
に
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
フ

（サ
ー
ク
ル
）

が
な
い
も
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば

バ
ド
界
で
ク
ラ
フ

（サ
ー
ク
ル
）
の

所
在
と
連
絡
先
、
加
入
の
可

・
否
、

条
件
な
ど
を
紹
介
し
て
＜
だ
さ
い
。

一
覧
表
に
し
て
定
期
的
に
掲
載
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
心
か
ら
希
望
い
た

し
ま
す
。

（大
田
区

・
阿
部
信
行
）

十

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
み
た

ロ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が
非
常
に
打
ち

づ
ら
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば

強
力
な
武
器
と
も
な
る
の
は
確
か

な
よ
う
で
す
。

い
が
場
所
が
な
い
、
仲
間
が
い
な

い
」
と
い
っ
た
悩
み
は
、
全
国
ど

こ
で
も
聞
か
れ
る
、　
一
番
大
き
な

問
題
で
す
。
本
誌
の
力
で
は
限
り

が
あ
り
、
あ
ま
り
満
足
な
も
の
は

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
回

ペ
ー
ジ
で
ア
ン
ヶ
ｌ
卜
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

読
者
の
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ベ
ン
フ
レ
ン
ド
募
集

コ
ン
ニ
チ
ワ
／
　
薔
月
パ
ド
界
を

楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
私
の
回
り

に
は
パ
ド

・
フ
ァ
ン
が

一
人
も
い
ま

せ
ん
。
み
ん
な
で
バ
ド
の
話
を
し
た

い
の
で
す
が
…
　
。

こ
れ
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
バ
ド
界
の
誌
上
を

お
借
り
し
て
、
ベ
ン
フ
レ
ン
ド
の
コ

ー
ナ
ー
を
作
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
う
の
で
す
。

バ
ド
で
素
敵
な
友
達
と
め
ぐ
り
あ

え
た
ら
、
と
っ
て
も
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
だ

と
思
い
ま
す
′
…
‥
ど
う
で
し
よ
う

か
‥
‥
名
前

・
藤
城
悦
子

住
所

・
〒
３４３
埼
玉
県
越
谷
市
大
沢

３

１

２‐

１

３０

★
バ
ド
界
と
ル
デ
ィ

・
ハ
ル
ト
ノ

の
大
フ
ァ
ン
で
す
。

★
‐５
オ

★
ベ
ン
フ
レ
ン
ド
は
男
女
を
問
い

ま
せ
ん
。

よ
ろ
し
＜
お
願
い
し
ま
す
。

中
全
国
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
フ
ァ
ン

の
皆
さ
ん
、
お
友
達
に
な
っ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
無
責
任

な
手
紙
は
お
断
わ
り
で
す
。

め
ざ
す
は
オ
ー
ル
ジ
ｔ
ハ
ン

こ
ん
に
ち
は
、
は
じ
め
ま
し
て
。

私
は
、
川
□
市
の
中
学
生
で
湯
本
か

あ
る
と
い
い
ま
す
。
ヨ

・
□

・
シ

・

ク
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
副
部
長
を

し
て
い
ま
す
。

先
日
、
鳩
ヶ
谷
里
中
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
県
南
の
ダ
ブ
ル
ス
大
会
が
あ

り
、
優
勝
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
小
島

一
平
さ
ん
が
、
練
習

と
か
、
ダ
ブ
ル
ス
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

秋
の
新
人
戦
で
は
堀
さ
ん
と
組
ん

で
、
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
し
ま
し
た
。

シ
ン
グ
ル
ス
は
ベ
ス
ト
８
に
は
は

い
っ
て
い
ま
す
が
、
ぁ
ま
り
強
＜
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
先
日
の
県
南
大
会
で
、

賞
状
と
か
、
楯
と
か
、
小
島

一
平
さ

ん
の
ガ
ツ
ツ
″
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
も

ら
い
ま
し
た
。

私
は
、
今
ま
で
ピ
フ
ノ
以
外
に
楽

し
い
も
の
は
ナ
イ
、
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
つ
ら

い
練
習
で
も
楽
し
く
思
え
ま
す
。

去
年
、
あ
と
と
し
と
マ
ラ
ソ
ン
大

会

（学
校
の
）
で
優
勝
、
幅
跳
び
４

メ
ー
ト
ル
６５
セ
ン
チ
／
全
学
年
女
子

最
高
′
　
と
く
に
長
距
離
走
は
大
好

き
で
す
。

小
島

一
平
さ
ん
と
会
っ
て
か
ら
、

無
理
だ
と
思
う
け
ど
、
全
日
本
に
出

て
試
合
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

で
も
、
今
は
ど
う
や
っ
た
ら
小
島

さ
ん
み
た
い
に
う
ま
＜
で
き
る
の
か

な
？
　
と
思
う
ば
か
り
で
す
。

こ
の
冬
初
め
て
合
宿
し
ま
し
た
。

（他
の
学
校
に
は
内
緒
で
）
３
泊
４

日
で
し
た
が
、
す
ご
＜
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

秋
の
新
人
戦
で
、
私
の
目
標
と
し

て
い
る
人
と
当
た
っ
て

（シ
ン
グ
ル

ス
）、
１
セ
ッ
ト
ーー

ー
７
で
勝
ち
、

２
セ
ツ
ト
は
セ
ツ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て

‐１

‐
‐２
で
負
け
、
３
セ
ッ
ト
ロ
も
１１

‐
‐２
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と

て
も
く
や
し
い
で
す
。

今
、
身
長
１
６
２
セ
ン
チ
、
ス
マ

ツ
シ
ュ
が
好
き
で
、
小
島
さ
ん
の
大

フ
ア
ン
で
す
。
小
島
さ
ん
の
勤
め
て

い
る
と
こ
ろ
ど
こ
か
知
っ
て
い
ま
す

か
？
　
教
え
て
＜
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
に
い
ろ
い

ろ
な
本
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
お
願

い
し
ま
す
。
で
は
、
さ
よ
う
な
ら
。

（川
□
市

・
湯
本
か
ほ
る
）

中
身
長
も
あ
る
し
、
長
距
離
が
速

く

（
つ
ま
リ
ス
タ
ミ
ナ
も
あ
る
）、

幅
跳
び
が
得
意

（
つ
ま
り
瞬
発
力

も
あ
る
）
と
い
う
こ
と
は
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
三
原
則

″よ
り
高
く
、

よ
り
前
で
、
よ
り
速
く
″
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

こ
れ
か
ら
が

一
番
大
切
な
時
期

で
す
。
し
っ
か
り
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ん
で
（走
り
込
ん
で
）、
基

礎
に
忠
実
な
練
習
を
し
て
く
だ
さ

い
。
小
手
先
だ
け
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

は
絶
対
に
党
え
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
全
日
本
ど
こ
ろ

か
海
外
遠
征
だ
っ
て
夢
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
う

一
つ
、
負
け
た
く

や
し
さ
を
こ
むれ
な
い
こ
と
も
重
要

角度を変えてみると……
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バ ドミントン界☆ 1980・ 3

で
す
″
小
島

一
平
さ
ん
は
、
ラ
ケ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
元
町
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

カ
ラ
ー
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
？

出
版
局
の
活
動
に
、
各
種
別
冊
の

発
行
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

ま
た
、
昨
年
５
月
号
の

「読
者
と

編
集
者
」
の
べ
―
ジ
に

「カ
ラ
ー
シ

ヤ
ツ
に
つ
い
て
」
と
い
う
質
問
に
対

し

「リ
ム

・
ス
イ

。
キ
ン
選
手
は
日

本
協
会
の
会
員
選
手
で
は
な
い
の
で

…
…
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
リ

ー
グ
で
は
、
自
で
は
な
い
ユ
ニ
フ
オ

ー
ム
を
着
て
い
た
よ
う
で
す
が
…
…

（長
崎
市

・
匿
名
希
望
）

十
別
―――
と
は
、
本
誌

「バ
ド
ミ
ン

ト
ン
界
」
以
外
の
出
版
物
の
こ
と

で
、
つ
ぎ
の
も
の
が
現
在
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

０
小
島

一
平
著

「が
ッ
ツ
″
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
　
限
り
な
き
挑
戦
」

侶
ジ
ュ
デ
ィ

・
ハ
／
ン
ュ
ア
ン
著

後
藤
忠
弘
訳

「
ス
タ
ー
テ
ィ
ン

グ

・
バ
ド
ミ
ン
ト

ンヽ
ー
こ
れ
か

ら
始
め
る
人
へ
」

０

「
ヨ
ー
ロ
ッ
ハ
選
手
に
見
る
実

戦
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

０

「
ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還
へ
の
道
―

第
７
回
世
界
女
ｒ
選
手
権
大
会

記
録
」

そ
の
ほ
か
、
合
本
用
バ
イ
ン
ダ
ー
、

ス
テ
ッ
カ
ー
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ー
シ
ャ
ツ
に
つ
い
て
は
、

と
く
に
日
本
り
―
グ
だ
け
例
外
を

認
め
た
も
の
で
、
他
の
大
会
は
す

べ
て

「競
技
時
の
服
装
は
、
白
単

一
色

（日
本
協
会
用
具
委
員
会
の

認
め
た
も
の
は
可
）
と
す
る
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
を
送
り
ま
す

い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
ま
す
。
先
日
、
第
１
回
日
本
リ

ー
グ
大
阪
シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
、
趣

味
を
兼
ね
て
写
真
を
撮
り
ま
し
た
の

で
あ
送
り
し
ま
す
。

（大
阪
市

・
川
崎
光
典
）

十
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
カ
ラ
ー
写
真

で
絹
日
の
印
画
紙
を
使
用
す
る
と

印
刷
効
果
が
悪
く
な
り
ま
す
の
４
ゝ

で
き
る
だ
け
光
沢
の
印
画
紙
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

近
藤

（カ
ワ
サ
キ
）

渡
辺

・
沢
内

（カ
ワ
サ
キ
）

東海林 (サントリー)
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650所の広々とした店内でゆつたリショッピング。

試打コーナーも人気上々。

●祝祭日を除く

0日暉 争日は年後7時 よて

―

落ち着いた雰囲気でお買いもの。各階それぞれの

楽しさがいつぱい。

つ応ヾ揃いのテニス、バドツ トン用品が

店内にあ Sヽれんばかり。

ラケツト、ウェア、シュ=ズ・……すべてに豊富な品揃え。
選びやすい各コーナー。

慣′市西区あ島町2-| ■
`駅
東ロ

●営業時間/午 前 o時  年後8時
●曰嗜 祭日も午後8時 まて

ずらり、4店勢揃い。

渋谷店

魏
襲 |・

●祝祭日を除く

回夕″ヴLl″嬌蒻



ボディの美しさから出発した、主張のあるスポーツウェス

単にかたちだけに流れず、単に機能だけに片よらない、新しい

発想のスポーツウエアの誕生です。デザインは、あの三宅一生。

このほかヨネックスには、オリジナルなスポーツウエアや、日本

バドミントン協会推薦のスポーツウエアをずらりそろえていま丸

プレイヤーの声から、使いやすさをカタチにしたバッグ島

ヨネックスのスポーツバッグの大特徴は、それぞれのデザイン

に、用途別にセブン・スリー・ワンと3種類あること。長期遠

征用・短期遠征用。当日大会用と使いわけることができま丸 バッ

グにTPOを 持ちこむなんて、ヨネックスならではのアイデア
とは思いませんか。ともかく、ヨネックスでかためると強い。

翡ックセ着る。
ジレク政 持Q

＞
『
′
／

Flemmin9 DeR
av:>r.7)va7 (7>?-r)

ヽ

鱚

燿



後藤忠弘/編

defeat ディフィート。打ち破る、負かす (名詞も同形。ただし、名。o3の場合は 敗`北〃、｀負け″の意味になることに

注意)。 beat(ビート)と並んで、相手を負かすという意味の、最も一般的な言葉である。

□日 No 8 seeded Kathy Jordan defeated Renee Richards 6-4, 6-4 Monday as the vveekJong dollars

Avon ChampiOnsmps Of cincinati got underway(賞 金総額15万ドルをかけた、一週F00にわたるエイポン選手権シン

シナチ大会開幕の月曜の試合で、第8シードのキヤシー・ジ∃―ダンはリーニー 。リチヤーズを6-4、 6-4で破った。)
□ 負けるという場合は defeat,beatを受け身形に使つて表現するか lose(ルーズ)を使う。ただし …`に負ける″

という場合は lose toと・to"ガ跡要。

国 ① King 10st the first set3-6(キ ングは第 1セットを3-6で失つた。)② BIIly」 ean King,who lost to Aus―
tin・¨(ォースチンに負けた B」 キングは…)

嘔テ win, victory

defense ディフェンス。英国式綴りでは defenceと表記する。動。00は defend(ディフェンド)。 ノヽスケットポールで

一番はつきり表現されているように、オフェンス (offense=攻撃)と一対を成す語で、防禦、守備 (やその態勢、状態)

を表わす最も一般的な語。オフェンスはポイントをあげる (ゴールを入れるなど)ための最も直接的、効果的なフレー行為、

ディフェンスは相手のそのような行為を邪魔するフレーのことである。

国  The most effective defense is offense(攻 撃は最良の防禦なり)

なお、ある大会で前回優勝し、次の大会でタイトル防衛 (title defense)を する立場liある人(またはチーム)を defen

ding championと いう。  け  champion
diagona:system ダイアコナル・システム。ダイアゴナルは 対`角線の″という意味。ネットで区切られたコート全体

を1つの単位として者えると、ノヽドミントンやテニスのサーフは、常にダイアコナルに行われることになる。クロスコート

(ななめに打つ)の代名詞として、これが使われることもある。

ダイアコナル・システムはダフルスのフオーメーシ∃ンの 1つて、自分のコートをノヽックハンド倶J前陣コーナーからフ/T

アハンド倶」後陣コーナーに至る対角線で三角形に三分し、2人のフレーヤーが主としてその三角地帯を守備する。すなわち、

フレーヤーはフオフハンド倶]前陣と、パックハンド恨」の後陣に位置することになる。このような位置取りだと、前陣フレー

ヤーが自分のアヽックハンド側を抜かれた場合でも、後陣ブレーヤーがより有禾Uなフォアハンドでそのシヤトリレを処理できる

という長所がある。

嘔ン formation, system

diploma ディフロマ。一般には卒業証書、免状などを意味する。スポーツの場合は入賞者に与えられる賞状のことであ

る。オリンピック憲章 (Olympic Charter)には「 3位までにはメタル、4・ 5・ 6位にはディプロマが与えられる」と

明記されている。6位までを入賞というのはここから出たもので、オリンビック以外の競技でも日本では6位までを入賞と

称している。 (37ベージヘつづく)
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カ
ひとり群を抜し

kawasaⅢ
河崎ラケットエ業株式会社

は終てノこ。ノ

数あるバミント・ラケ外ヽの中

い独走が始れ

世界初のオ‐ルクラ″ トラケ外

エイトシックス
クラファイトフレーム グラファイトシャフト

黒 |ケース付 |

フレーム価格 120∞円



FULL CARBON SHAFT RACKE丁

重量表示

<aa-.tv>i.rt)->
U(100g～ 95g)・ 2-U(95g～ 90g)
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ラケットの軽さも遂にここまで来た。

ラケットの重さの壁は 100g、 それを
破ることはとうていムリだろうと考え

られていました。その不可能にヨネッ

クスはあえて挑戦。そして、世界で始

めて、見事 100g以下の超軽量ラケット

を実現しました。まさに世界記録です。

これはフルカーボンシャフトラケット。

ウエイ トを下げると、ラケットがひ弱

になり、パワーが落ちるといわれてい

た常識を、ヨネックスが くつがえしま

した。フレームに特殊アリレミ合金、シャ

フ トにフルカーボンを採用することに

より、強度もパワーもグレー ドアッ式

パドミントンプレイがまた進歩する。

ラケットの軽さもここまでくると、ラ

ケットが腕そのものになってきて、プ

レイそのものを、変えてしまいます。

よリシャープに、よリパワフルに、攻

撃型のプレイヘと。いま、このヒーロー

の登場で、世界は沸きに沸いています。

゛ 、

目
ノ



スタロティング・バドミントン
バ ドミン トン史上最強の天才女子 ブレーヤーが、

その体験 をもとに、初心者・ 中級者向けにわか り

やす く、具体的に解説 した入門書の決定版一― .″

★著者紹介☆

ジュディ・ハッシュマン (」udy Hashman)は 、アメ

リカを代表して20年間も第一線で活躍したJ・ F・ デブリ

ンの娘として生まれる。全美選手権において、シングル

ス優勝10回、グブルス優勝 7回をとげている。 また、ア
メリカ代表選手として14年間活曜、全米オープンでは単

複にそれぞれ12回 も優1券している。

これから始める人へ

ジュディ・ハ ッシユマン

後藤忠弘訳

すぐに役立つ決定版〃

好評発売中″

指導者のハンドブック

B5:変形判 (182ミ リ×205ミ リ)

〈本書の内容〉

1 ラケットを持つ前に
バドミントンは楽しい/投げる力が基本/さ あ、コー

トに出よう
ほか

2 ストローク入門
ラケットの握り方/バ ッヽクハンドのグリップ/スナッ

プを十分にきかせる/ラケットの振り方/バ ソヽクスイン

グ/フ ォワード・スイング/フットワーク/ス トローク

を身につけるための練習/ネットプレーのための練習%
3 クリアーとドロップ
クリアー/オーバーヘッドの場合/アンダーアームの

場合/ド ロップ。ショット
はか

4 サービスの基本と上達法
ハイ・サービス/ハイ・サービスのテクニック/シ ヨ

ート・サービス/打点は高く、フライトは低く/その他

のサービスら、

5 バックハンドを身につける
アンダー・バックハンド・ストローク/ハイ。バック
ハンド・ストローク/ハイ・パックハンドのコツ/バツ

クハンドを練習する時のポイント
ほか

6 ウェアと用具
用具の四原則/シユーズ/上着/ラケット

はか

7 ネバー・ギブアップ
準備にベストを尽くす/自分が著しい時は相手も苦し

い/「もし……すれぬ は禁物/目に見えない敵に勝つ

/い くつもの練習を組み合わせる
はヵ.

8 集中力と精神力
勝 つ
″
信念が勝利をよぶ/チヤンスのくるまで粘りつ

づける/目標をしつかり持つ/統み
″
のできるプレーヤ

ーに/未知に挑戦する喜びほか
9 コンデイシヨンの調整
うまくなるための要素/ランジングの練習/実力ある

のみ/スタミナのもとは食事ち、

10 パターン練習

練習は試合以上のものを/精神のスタミナを/ハッシ

ュマン式パターン練習/半面練習ほか
H 基本的な戦術
シングルスの戦術/サービスに安定性を/高度なこと

はやらなくてよい/タテにゆさぶる/ダブルスの戦術/
一にも二にも攻撃/苦しくても 考`えた配球

″
をほか

★日本の実情に合わせて栂野尾昌一
。悦子夫妻がワン・

ポイント・アド′ヽイス.″

☆連続写真 ;ルデイ・ハルトノ、リム・スイ。キン、パ

デュコーン・プラカシュ、スヴェン・プリら7フォー

ムを収録して、さらにわかりやすくなっています。″定価 1200円 (送料 160円 )

■出版案内
バ ドミン トン界編集部

お申込みは巻末とし込みの振替用紙で、お近くの郵便局からどうぞ



■1090/1降 0・Su
ハイ・オー・シープ//Y700
ハードなプレーにも
ベストコガ ィションをキープ。

号鵬 ;翼雅 瑞 :°
N

破壊 力のある豪快なショット。

■i060DX/‖ 卜SHP DELUXE
ハイ・シープ・デラックス/Y550

鼻機スi=駕1東霜[さ
が
1撃 ,」ξ二翠 /瑞『

ER

1胎釧[僻
球ばなれの良き、
シ‐ プを打球感。

環明禦甥駐)W師
特殊油入り中空糸とワイヤー巻付けの
技術が生んだ驚異の瞬発力。

:):::′ llヽ 1:

■1060/1■
―

ハイ・シープ /Y450
初心者から選手層まで幅広い人気のスタン/―ドタイス

王者′リレトノも

愛用する
ゴーセンのがントO

■最近、ハイ・シープと称して類似品が出まわつてお
`,ま
t

ハイ・シープ とはゴーセンだ
`妨
リシナルプランド名t

■お求めの際はゴーセンとこ指名 ください。ガッ トに

くっきり「GOSEN」 の5文字が日じもしです。

株式会社 ゴーセン

お昌::7:旱 :」♀磐昇露:食暑君猾11メ
=‖
モ:":1:::111

ll'Illll

■:900/‖en●
●・fンテンクス/¥800
微妙なテクニックが生 きる

シ‐ プな反発力。

百
三

□□□

●もっとコントロールに自信をつけたくありませんか●打球にもっとパワーとスピードが欲しいと思いませんか●明日からで
も、より鋭いスマッシュが打てるようになりたいと願っていませんか●ネットぎわの多彩なプレーができるテクニシャンにな
りたいと思いませんか●ガットを経済的に使いませんか………それから良いラケットを使っているのに、どうも謳い文句とは
ちがうと感じていませんか●ラケットがダメだとヤツ当りすることはありませんか●一度GOSENのガットをお試し〈ださい。
きっと、あなたのバドミントンが大きく変わることでしょう。GOSENのガットは、ナイロンの紫材特性を生かしきった独自
の技術が生きています。 日本バドミントン協会推奨

|'h,l1,1", r,,



易 ぃ覆線を′))ヽ

ル
受
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ォ
●
ィ

す A‖ Carbon Tapered Shaft

S‐811cARBO DELUX6
S‐80 cARBO DELUX5
カーボン時代のスターとして最も
注目を集めているラケット。

SliFrt Steel Tapered Shaft

S‐ 78 suPER RUSHⅡ

S‐76 suPER RUSH
スリムテーバーシャフトが威力を
倍増させるラケット。
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ヽ
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界のトーアが贈る
バドミントンハ、トシリ¬ズ

t*6jrA hti t t - rlFl lo. tu,o& M lq d b a.e
t*Ed d Its *F. trlrht rh s'a

レオイナ  ホーン
LEO:‖員 HOR‖ S

グラファイト  レオイナ
GRAPH:TE LEOl‖ 1 00

トーア ストリンクス
T01‐STRI‖GS SSW

東亜合繊株式会社
0658神 戸市東灘区本山中町 4丁 目 7番 5号
電話 神戸 078(441)2001(代 )～ 5番
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・
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海
外
ト
ピ
ッ
ク
ス

友
枝
康
子

●●

自
分
か
ら
ミ
ス
を
し
な
い
の
が

″
成
功
の
秘
訣
″

相
手
の
ほ
う
が
、
自
分
よ
り
も
す

ば
ら
し
い
シ
ョ
ッ
ト
を
放
っ
た
た
め

に
返
せ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
や
む
を

えヽ
な
い
。

し
か
し
、
自
分
か
ら
エ
ラ
ー
す
る

の
は
致
命
的
だ
。
そ
の
対
策
は
…
…

日
本
の
徳
田

・
高
田
両
選
手
の
写

真
を
ご
覧
な
さ
い
。
ネ
ッ
ト
の
こ
ち

ら
側
に
シ
ャ
ト
ル
が
落
ち
る
の
は
国

の
不
名
誉
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
だ
。
こ
ち
ら
が
鉄
壁
の
か
ま
え

を
見
せ
れ
ば
相
手
は
勝
ち
を
あ
せ
る
。

あ
せ
り
は
エ
ラ
ー
の
も
と
だ
。

「自
ら
招
い
た
エ
ラ
ー
の
悲
劇
」
の

か
た
き
役
は
、
目
で
あ
り
、
脚
で
あ

り
、
手
、
腕
、
手
首
、
胴
、
頭
だ
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
流

の
健
康
診
断
を
な
さ
い
。
と
い
う
の

は
、
そ
の
日
の
プ
レ
ー
を
こ
の
つ
ち

の
ど
れ
か
に
重
点
を
お
い
て
行
な
う

こ
と
だ
。

（眼
）
眼
と
集
中
力
が
決
め
手
に
な

る
こ
と
が
多
い
。
ゲ
ー
ム
の
間
あ
な

た
方
の
全
存
在
は
シ
ャ
ト
ル
に
か
け

ら
れ
る

（眼
の
す
み
で
相
手
の
位
置

を
一退
つ
こ
と
が
で
き
る
）。

も
ち
ろ
ん
、
集
中
力
と
は
慢
然
と

見
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
っ
か
り

と
観
察
し
て
い
て
、
頭
の
中
の
ベ
ル

を
大
き
く
は
っ
き
り
と
鳴
ら
し
、
シ

ャ
ト
ル
の
ス
ピ
ー
ド
と
軌
道
を
即
座

に
感
知
し
て
、
打
球
と
動
き
に
早
く

備
え
さ
せ
る
こ
と
だ
。
手
フ
ー
は
集

中
力
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
割
っ
た
時

に
生
ま
れ
る
。
「
シ
ヤ
ト
ル
か
ら
目

を
放
す
な
」
は
五
十
年
前
と
変
ら
ず

真
実
だ
。

わ
か
り
き
っ
た
こ
と
と
憤
慨
す
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
は
た
し
て
自
分

の
ラ
ケ
ッ
ト
の
ガ
ッ
ト
に
当
る
そ
の

時
ま
で
あ
な
た
の
日
は
シ
ャ
ト
ル
を

追
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
，
　
，
）と
に

ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
ド

・
ス
ト
ロ
ー
ク
の

時
、
「
ヘ
ッ
ド

・
ダ
ウ
ン
」
は
ゴ
ル
フ

同
様
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
鉄
則
だ
。

（脚
）
脚
を
強
く
し
な
け
れ
ば
、
グ

レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
並
み
の
ダ
ッ
シ
ュ
カ

で
シ
ャ
ト
ル
を
追
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
し
て
ス
ト
ロ
ー
ク
を
終
え
る

ヘ
ー
ス

ご
と
に
迅
速
に
定
位
置
へ
戻
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
シ
ャ

ト
ル
に
対
し
て
万
全
の
位
置
に
つ
く

こ
と
が
で
き
る
。

（ボ
デ
ィ
）
シ
ョ
ッ
ト
の
た
び
に
体

重
は
後
足
か
ら
前
足

へ
と
移
る
。
静

か
に
体
を
傾
け
て
徴
妙
な
ネ
ッ
ト

・

シ
ョ
ッ
ト
や
サ
ー
ビ
ス
を
打
つ
こ
と
。

パ
ワ
ー

・
ス
ト
ロ
ー
ク
に
は
、
胴
や

一肩
を
力
強
く
ス
イ
ン
グ
さ
せ
る
。
前

者
か
ら
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
後
者
か

ら
は
ス
ピ
ー
ド
が
得
ら
れ
る
。

（腕
）
振
り
遅
れ
る
と
、
ス
ト
レ
ー

ト

・
ア
ー
ム
・
シ
ョ
ッ
ト
を
打
つ
に

は
シ
ャ
ト
ル
が
低
す
ぎ
て
、
ベ
ン
ト

・
ア
ー
ム
・
シ
ョ
ッ
ト
と
い
つ
結
果

に
な
る
。
ゆ
っ
く
り
と
、
遅
れ
ず
に

完
全
に
バ
ッ
ク

・
ス
イ
ン
グ
す
れ
ば

あ
わ
て
て
と
び
つ
く
こ
と
も
な
い
。

そ
し
て
ス
ト
レ
ー
ト

・
ア
ー
ム

・
シ

ョ
ッ
ト
の
力
を
発
揮
す
る
ゆ
と
り
が

で
き
る
。
そ
れ
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
を

つ
け
て
ス
イ
ン
グ
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

が
早
す
ぎ
て
も
遅
す
ぎ
て
も
力
の
無

駄
づ
か
い
で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー

・
ヒ

ッ
テ
ィ
ン
グ
は
ス
ピ
ー
ド
よ
り
も
エ

ラ
ー
を
増
す
こ
と
に
な
る
。

打
球
後
十
分
に
腕
を
伸
ば
す
こ
と

は
、
二
重
の
意
味
で
大
事
だ
。
ガ
ッ

ト
と
シ
ャ
ト
ル

・
ベ
ー
ス
の
接
触
時

間
が
長
い
ほ
ど
、
パ
ワ
ー
も
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
も
増
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
か

徳田・高田の固いガード

26

「

ｄ

、

　

´

／
Ｌ
□

「

/
J

―_



パ ドミントン界☆ 1980・ 3

ら
、
限
界
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
目
標

を
狙
う
と
同
時
に
、
欲
張
っ
て
ラ
イ

ン
ざ
り
ざ
り
の
正
確
さ
を
狙
わ
な
い

こ
と
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ビ
ョ
ル
ン

・
ボ
ル
グ
を
気
取
っ
て
は
い
け
な
い
。

（手
）
グ
リ
ッ
プ
が
正
確
か
ど
う
か

と
同
時
に
そ
の
力
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
。
打
っ
た
時
、
グ
リ
ッ
プ
は
し

っ
か
り
し
て
い
て
、
し
か
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

き
つ
す
ぎ
れ
ば
手
首
が
十
分
に
使
え

な
い
し
、
柔
か
す
ぎ
れ
ば
パ
ワ
ー
と

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
う
。

（手
首
）
ロ
ー

・
サ
ー
プ
で
手
首
が

ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
ひ
き
つ
る
よ
う

″
翔
ん
”て
る
″

な
使
い
方
を
避
け
る
こ
と
。
パ
ワ
ー
・

シ
ョ
ッ
ト
で
、使
い
過
ぎ
な
い
こ
と
。

あ
ま
り
に
小
心
翼
々
と
思
わ
れ
る

点
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し

て
受
け
身
の
ゲ
ー
ム
を
す
す
め
て
い

る
の
で
は
な
く
、
攻
撃

一
本
槍
に
過

ぎ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
。

一
週
目
は
限
に
つ
い
て
考
え
、
読

み
、
話
し
合
い
、
練
習
を
す
る
。
次

の
週
は
脚
…
…
そ
し
て
眼
も
忘
れ
ず

に
。
次
は
ボ
デ
ィ
…
…
と
続
く
。

練
習
で
は
、
こ
つ
い
つ
手
フ
ー
を

わ
ざ
と
自
分
で
や
っ
て
み
る
こ
と
も

役
に
立
つ
。

（″
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
″１２
月
号
か
ら
）

に
驀
進
す
る
。

高
さ
の
方
は
と
い
う
と
、
シ
ヤ
ン

パ
ン
の
コ
ル
ク
を
抜
く
時
の
よ
う
な

爆
発
力
で
、
彼
女
は
宙
に
飛
ぶ
。
ス

マ
ッ
シ
ュ
を
き
め
る
時
、
彼
女
は
両

脚
を
曲
げ
て
思
い
切
り
、
高
く
ジ
ャ

ン
プ
す
る
の
だ
。

背
の
高
さ
が
も
っ
と
問
題
に
な
る

の
は
、
プ
ッ
シ
ュ
・
シ
ョ
ッ
ト
や
ド

ラ
イ
プ
で
、
ネ
ッ
ト
に
ず
っ
と
近
寄

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
。
そ
れ

で
も
、
彼
女
は
み
ご
と
に
こ
れ
に
対

応
し
た
。
国
際
試
合
に
限
鏡
の
女
子

∃
―
ロ
ッ
パ
で
絶
大
の
人
気
者

・
近
藤
の
ジ
ャ
ン
フ
ス
マ
ツ
シ
ュ

学
生
と
し
て
登
場
し
た
の
は
三
年
前
。

全
英
シ
ン
グ
ル
ス
で
準
々
決
勝
に
進

出
、
同
じ
年
に
世
界
選
手
権
で
も
準

々
決
勝
で
リ
ー
ン
・
コ
ー
ペ
ン
に
惜

敗
。　
一
九
七
八
年
に
は
シ
ー
ド
選
手

と
し
て
ラ
ン
ク
さ
れ
、
決
勝
で
ギ
ル

ク
ス
に
敗
れ
た
。

昨
年
の
全
英
で
は
シ
ー
ド
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
今
度
は
眼
鏡
な
し
、
フ

ォ
ー
ム
も
よ
く
な
っ
て
、
決
勝
ま
で

勝
ち
進
み
リ
ー
ン
に
相
対
し
た
。
ま

た
し
て
も
最
後
の
ハ
ー
ド
ル
を
飛
び

そ
こ
ね
た
が
、
リ
ー
ン
が
手
ご
わ
い

相
手
だ
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。

最
近
の
マ
ス
タ
ー
ズ
で
は
、
残
念

な
が
ら
、
む
ら
が
あ
り
不
調
に
終
っ

た
。
し
か
し
、
二
つ
の
国
際
試
合
の

場
で
い
ず
れ
も
頂
上
近
く
ま
で
登
り

つ
め
、
も
う
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
が

足
り
な
い
だ
け
の
彼
女
。
勝
利
者
と

な
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
先
の
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

（″
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
″
２
月
号
か
ら
）

サ
オ
リ

日
本
人
は
な
ぜ
背
が
低
い
，
　
正

座
す
る
た
め
だ
と
か
。
だ
が
、
た
と

え
小
柄
で
も
、
そ
の
オ
能
は
底
知
れ

な
い
。
お
て
ん
ば
娘
の
よ
う
な
近
藤

小
織
、
日
本
の
シ
ン
グ
ル
ス
Ｍ
２
の

彼
女
は
、
背
の
低
さ
を
ど
う
お
ぎ
な

っ
て
い
る
か
の
か
Ｆ

）
つ
の
例
だ
。

彼
女
が
早
く
シ
ャ
ト
ル
に
追
い
つ

こ
う
と
す
れ
ば
、
大
股
に
走
る
ペ
リ

ー
や
ギ
ル
ク
ス
よ
り
速
度
を
速
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
速
い
こ
と

速
い
こ
と
′

全
速
力
で
突
走
る
機
関
車
の
よ
う

新
式
グ
リ
ッ
プ
の
紹
介

―

そ
の
効
用
は
？

工
学
的
設
計
技
術
を
応
用
し
て
、

タ
ル
ボ
ッ
ト
と
ノ
ウ
ル
ズ
は
、
ラ
ケ

ッ
ト
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
機
能
を
か

な
り
改
良
し
た
シ
ャ
フ
ト

・
ア
セ
ン

プ
リ
ー
を
開
発
し
た
。

断
耐
樹
刺
餃
影

鷲

管
状
の
金
属
シ
ャ
フ
ト
で
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
か
コ
ル
ク
の
軽
い
グ
リ
ッ

プ
を
と
り
つ
け
て
い
る
。

外
観
や
重
さ
で
は
こ
れ
ま
で
の
シ

ャ
フ
ト
と
ハ
ン
ド
ル
と
変
ら
な
い
し
、

ど
の
一
般
の
銘
柄
品
の
ラ
ケ
ッ
ト

・

ヘ
ッ
ド
に
も
合
う
。

こ
れ
ま
で
の
ラ
ケ
ッ
ト
で
は
、
二

九
〇
ミ
リ
の
管
状
の
金
属
シ
ャ
フ
ト

が
木
製
の
ハ
ン
ド
ル
に
八
〇
ミ
リ
挿

入
さ
れ
て
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
る
。

ハ
ン
ド
ル
は
皮
テ
ー
プ
を
巻
き
、
ホ

ー
ゼ
ル
と
バ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
プ
で
仕
上

げ
る
。
出
来
上
っ
た
ア
セ
ン
プ
リ
は

動
き
が
堅
く
、
力
の
あ
る
選
手
の
使

用
に
よ
っ
て
金
属
疲
労
を
生
じ
や
す

か
っ
た
。
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そ
の
う
え
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
全
重
量

の
４０
％
が
、
天
然
木
材
で
作
ら
れ
、

し
た
が
っ
て
密
度
の
異
な
る
ハ
ン
ド

ル
に
な
る
た
め
に
、
重
心
を

一
定
に

保
つ
こ
と
は
む
ず
か
し
か
っ
た
。

こ
の
新
し
い
シ
ャ
フ
ト
の
改
良
は

シ
ャ
フ
ト
の
重
要
特
性
を
慎
重
に
検

討
し
た
結
果
で
あ
り
、
長
さ
を
四
〇

〇
ミ
リ
に
し
、
木
製
ハ
ン
ド
ル
の
代

り
に
、
軽
量
の
グ
リ
ッ
プ
を
つ
け
た
。

そ
れ
で
、
試
合
中
に
シ
ャ
フ
ト
の
弾

力
性
に
は
ほ
と
ん
ど
、
あ
る
い
は
全

く
影
響
は
な
い
。
試
合
中
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
指
や
手
に
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
よ
く
感
触
が
伝
わ
り
、
ま
た
、
反

動
力
が
増
し
た
こ
と
で
加
わ
る
力
も

大
き
く
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
シ
ャ
フ
ト
を
先
細
に
し

た
り
、
グ
リ
ツ
プ
の
仕
様
を
変
え
る

こ
と
で
、
多
様
な
特
性
を
も
つ
、
さ

ま
ざ
ま
な
ラ
ケ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
も

で
き
る
。

こ
の

「グ
リ
ッ
プ

・
シ
ャ
フ
ト
」

の
導
入
に
よ
っ
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ

と
同
じ
よ
う
に
、
各
自
の
プ
レ
ー
の

仕
方
に
最
も
適
し
た
用
具
の
仕
様
と

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ゲ
ー
ム

全
般
か
ら
見
て
も
技
術
内
容
の
向
上

を
も
た
ら
す
は
ず
で
あ
る
。

（″
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
″
２
月
号
か
ら
）

ギ
lリ

ア
ン

ま
た
ま
た

″
シ

ョ
ツ
ク
″

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選
手
権
及
び
世
界
選

手
権
大
会
へ
向
け
て
の
２０
名
の
強
化

チ
ー
ム
編
成
か
ら
、
ギ
リ
ア
ン
・
ギ

ル
ク
ス
が
は
ず
さ
れ
た
の
は
、
ま
た

し
て
も
彼
女
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
不
和
が
も
た
ら

し
た
も
の
だ
。

協
会
の
発
表
に
よ
る
と
、
オ
ラ
ン

グ
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選
手
権
へ
参
加

で
き
る
か
ど
う
か
、
彼
女
が
確
答
し

な
い
こ
と
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
世
界

選
手
権

へ
は
彼
女
だ
け
別
途
出
か
け

る
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
た
め
で
あ

る
。
こ
の
た
め
に
チ
ー
ム
と
し
て
の

精
神
的
ま
と
ま
り
が
困
難
と
な
る
う

え
に
、
余
分
な
費
用
が
か
か
れ
ば
他

の
選
手
に
対
し
不
公
平
だ
し
、
派
遣

選
手
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
か

も
し
れ
な
い
と
い
つ
。

そ
の
時
期
が
近
く
な
れ
ば
、
第
二

次
選
考
が
行
わ
れ
る
が
、
ギ
リ
ア
ン

の
選
ば
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
今
の
と
こ

ろ
ご
く
少
な
い
。

強
化
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の

と
お
り
。

（男
子
）
Ｄ

。
エ
デ
ィ
、
Ａ

・

ド

、

Ｋ

・
ジ

ョ
リ

ー

、

Ｒ

・

ィ
ブ
ン
ス
、
Ｅ

・
サ
ッ
ト
ン

・
タ
ル
ボ
ッ
ト
、
Ｍ

・
ト
レ

グ

ー

ス

テ

ヽ

Ｄ

いン
ェ

１
月
２９
日
現
在
、
左
記
の
選
手
が

Ｉ
Ｂ
Ｆ
（国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
）

か
ら
、
″認
定
ブ
レ
ー
ヤ
ー
″
（ラ
イ

セ
ン
ス
ト
‥
プ
レ
ー
ヤ
ー
）
と
認
め

ら
れ
た
。

認
定
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
大
会
の
賞

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
同

時
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
資
格
も
そ
な

え
て
お
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
が
採
用
さ
れ
て
も
出
場
す

ッ
ト
、
Ｍ

・
ウ
ィ
ル
ク
ス
、
Ｐ

・

ウ
ェ
ト
ナ
ー

ル
、
Ｎ

・
イ
ェ
イ
ツ

（女
子
）
Ｋ

・
ブ
リ
ッ
ジ
、
Ｇ

・
ク

ラ
ー
ク
、
Ｐ

・
キ
ル
ヴ
ィ
ン
ト
ン

Ｓ

・
レ
ド
ビ
ー
タ
ー
、
Ｎ

・
ぺ
り

る
こ
と
が
で
き
る
。

★
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

デ
ビ
ッ
ド

・
エ
デ
イ

デ
リ
ク

・
タ
ル
ボ
ッ
ト

マ
イ
ク

・
ト
レ
ジ
ェ
ッ
ト

ギ
リ
ア
ン
・
ギ
ル
ク
ス

ノ
ラ

・
ペ
リ
ー

レ
イ

・
る
ア
ィ
プ
ン
ス

バ
ー
づ
フ
・
サ
ッ
ト
ン

エ
デ
イ

・
サ
ッ
ト
ン

―
、
Ｋ

・
プ
テ
ィ
ッ
ク
、
Ｋ

・
レ

ッ
ド
ヘ
ッ
ド
、
Ｂ

・
サ
ッ
ト
ン
、

Ｊ

・
ウ
ェ
プ
ス
タ
ー
、
Ｓ

・
ウ
ェ

ト
ナ
ー
ル

（″
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
″
２
月
号
か
ら
）

ケ
ビ
ン
・
ジ
ョ
リ
ー

☆
デ
ン
マ
ー
ク

リ
ー
ン
・
コ
ー
ペ
ン

ア
ン
・
ス
コ
プ
ガ
ー
ド

フ
ヒ

ラヽ

グ

・
デ
ル
フ
ス

ス
テ
ー
ン
・
ス
コ
プ
ガ
ー
ド

ジ
ョ
ー
ゲ
ン
・
モ
セ
ア
ン
セ
ン

ス
ヴ
ェ
ン
・
プ
リ

★
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

ジ
ョ
ア
ン
ナ

・
フ
ロ
ッ
ク

ハ
ー
ト

Ｉ
Ｂ
Ｆ
が
認
め
た

″
認
定
プ
レ
ー
ヤ
ー

｀
年中行事
″の問題児・ギルクス、どんな結末に?
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◆
各
地
の
話
題

″
ガ
う
″
ガ
う

い
さ
さ
か
旧
聞
に
属
し
ま
す
が
、

昭
和
５４
年
度
岡
山
県

一
般
秋
季
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
が
Ю
月
２８
日
、

Ｈ
月
３
日
の
両
日
、
岡
山
県
体
育
館
、

山
陽
ハ
イ
ツ
体
育
館
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
６
連
勝
の
芳
上

（三
井
）
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
進

況
著
し
い
板
谷

（ク
ラ
レ
）
の
活
躍

が
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
決
勝
で
は

体
力
を
使
い
果
た
し
、
藤
原
（川
鉄
）

の
前
に
敗
退
し
ま
し
た
。
藤
原
は
初

優
勝
。
男
子
ダ
ブ
ル
ス
は
、
老
巧
な
芳
上

・
藤
原
航

（三
井
）
組
に
、
新
鋭
藤

原

・
北
村

（川
鉄
）
組
が
挑
戦
し
ま

し
た
が
、
ベ
テ
ラ
ン
ペ
ア
に
凱
歌
が

上
が
り
、
二
連
勝
。

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
石
田

（ア
サ

ヒ
ブ
レ
ッ
ド
）
の
独
り
舞
台
か
と
思

わ
れ
ま
し
た
が
、
岡
部

（カ
ネ
ボ
ウ

化
粧
品
）
が
善
戦
し
、
石
田
を
苦
し

め
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

は
逆
に
、
岡
部
が
橋
本

（岡
山
市
役

所
）
と
ペ
ア
を
組
ん
で
、
石
田

・
貝

原

（岡
山
商
工
会
議
所
）
組
の
急
進

ペ
ア
を
降
し
て
初
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

上
位
戦
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。
◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
準
々
決
勝

芳
上

（三
井
）
２
１
０
平
田
（川
鉄
）

板
谷

（ク
ラ
レ
）
２
１
０
永
井

（川

鉄
）、
小
日
（県
養
護
教
）
２
１
１
景

山

（川
鉄
）
、
藤
原
（川
鉄
）
２
１
０

岡
本

（上
南
中
教
）

▽
準
決
勝

１
芳
　
上

０
小
　
田

▽
決
勝

藤
　
原
２

（‐５‐５
日
３ ６
）
０
板
　
谷

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
準
々
決
勝

芳
上

・
藤
原

（三
井
）
２
１
０
平
田

。景
山

（川
鉄
）、
家
甲

・
近
藤

（岡

大
）
２
１
０
板
谷

・
藤
井

（水
工
０

Ｂ
）、
藤
原

・
北
村

（川
鉄
）
２
１
０

岡
本

。
小
日

（教
員
）、
松
井
・山
本

（三
井
）
２
１
１
野
呂

・
吉
仲

（岡

石
ワ
爾員
）裏
下

岡　部２
（‐‐‐‐‐‐４３）０片　山

▽
決
勝

石
　
田
２

（
‐‐１１ ７
‐ ‐ ―
『
一
・
岡
　
部

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
準
々
決
勝

小
寺

・
森
下

（岡
山
市
役
所
）
２
１

０
高
見

・
原
田

（岡
大
）、
石
田
。貝

原

（ア
サ
ヒ
ブ
レ
ッ
ド

・
商
工
会
）

２
１
０
片
山

。
川
崎

（岡
大
）
、
岡

部

。
橋
本

（カ
ネ
ボ
ウ
化

・
岡
山
市

役
所
）
２
１
〇
三
宅

・
木
村
（川
鉄
）

金
尾

・
二
塚

（岡
大
）
２
１
０
中
村

・
石
田

（清
心
）

▽
準
決
勝

大
）
▽
準
決
勝
一暉　趾２
（‐５‐７‐‐中８‐４）

藤   板

原   谷
2      2

璽田
0
近 家

藤 甲
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第
■
回
ト
マ
ス
・
カ
ッ
プ

・
イ
ン

タ
ー
ゾ
ー
ン
が
行
な
わ
れ
た
ジ
ャ
カ

ル
タ
で
の
こ
と
。
現
地
の
フ
ァ
ン
は

日
々
に

「イ
ッ
ペ
イ

・
コ
ジ
マ
は
ど

う
し
て
来
な
い
の
か
」
「彼
は
元
気

か
」
「
イ
ッ
ペ
イ

・
コ
ジ
マ
の
プ
レ

ー
は
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
よ
」

等
々
、
わ
れ
わ
れ
に
質
問
を
浴
び
せ

て
き
た
。

そ
れ
ほ
ど
小
島

一
平
の
名
前
は
世

界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
そ
の
小
島

一
平
の
す
べ

て
を
さ
ら
け
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

体
当
た
り
半
生
記
、
実
戦
ア
ド
バ
イ

ス
、
わ
が
ラ
イ
バ
ル
た
ち
、
の
二
部

か
ら
構
成
さ
れ
、
巻
末
に
は
主
要
大

会
記
録

・
ル
ー
ル
も
収
録
さ
れ
て
い

つ^
υ
。新

入
部
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

今
す
ぐ
役
立
つ
も
の
で
あ
り
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
、
全
国
中
学
等
の
大
会
を

控
え
て
、
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
た

い
書
で
あ
る
。

ご
希
望
の
方
は
、
本
誌
巻
末
と
し

込
み
の
振
替
用
紙
の

「そ
の
他
」
の

欄
に

「ガ
ッ
ツ
・
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
」

と
明
記
の
う
え
、
定
価
２
０
０
０
円

と
送
料
２
４
０
円
を
添
え
て
、
お
近

く
の
郵
便
局
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
編
集
部

新
入
部
員
必
読
の
書
〃

小
島

一
平
著

ガ
ッ
ツ
Ｈ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

限
り
な
き
挑
戦
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▽
橋 岡 決 橋 岡  貝 石
勝

本
2部
  本
2部
 原
2田

（‐５‐５‐‐９４）０時一　一卿

ま
た
、
本
県
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を

決
す
る
昭
和
５４
年
度
岡
山
県
総
合
選

抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
は
、

‐２
月
２
日
午
前
９
時
か
ら
岡
山
大
学

第
二
体
育
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
こ
，〓
一年

決
勝
に
進
出
し
な
が
ら
惜
し
く
も
優

勝
を
逃
が
し
て
い
た
藤
原

（川
鉄
）

が
、
最
近
に
な
っ
て
動
き
も
よ
く
な

り
、
持
ち
前
の
ね
ば
り
を
発
揮
し
て

念
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

男
子
ダ
ブ
ル
ス
も
上
昇
気
流
に
乗

っ
た
藤
原

・
平
田
組

（川
鉄
）
が
古

豪
を
破
っ
て
２
回
目
の
優
勝
。

一
方
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
全
日

本
総
合
選
手
権
大
会
女
子
ダ
ブ
ル
ス

に
出
場
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
の
争

い
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
若
手
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
の
小
寺

（松
本
組
）
が

頑
張
り
屋
石
田
（ア
サ
ヒ
ブ
レ
ッ
ド
）

を
、
若
さ
と
馬
力
で
押
し
切
り
、
見

事
に
初
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

女
子
ダ
ブ
ル
ス
は
、
お
互
い
に
手

の
内
を
知
り
尽
し
、
伯
仲
し
た
ゲ
ー

ム
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、
波
に
乗

っ
た
石
田

・
貝
原

（ア
サ
ヒ
ブ
レ
ッ

ド

・
岡
山
商
工
会
議
所
）
組
が
、
岡

部

・
橋
本

（カ
ネ
ボ
ウ

。
岡
山
市
役

所
）
組
を
破
り
、
先
の
秋
季
大
会
の

雪
辱
を
呆
た
し
ま
し
た
。

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
準
々
決
勝

芳
上

（三
井
）
２
１
０
近
藤
（岡
大
）

藤
井

（清
音
村
）
２
１
０
平
田

（川

鉄
）、
藤
原
Ｔ
一井
）
２
卜

０
板
谷

（ク
ラ
レ
）、
藤
原
（川
鉄
）
２
１
０

山
本

（三
井
）

▽
準
決
勝

藤

井
２

藤
　
原
２

▽
決
勝

藤
　
原
２

１
芳
　
上

１
藤
　
原

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
準
々
決
勝

芳
上

・
藤
原

（三
井
）
２
１
１
永
井

・景
山

（川
鉄
）、
板
谷

・
藤
井

（ク

ラ
レ
・
清
音
村
）
２
１
０
岡
本

・
小

田

（上
南
中
教

・
専
養
護
教
）
、
松

井

・
山
本

（三
井
）
２
１
０
前
田

・

竺
原

（倉
工
）、
平
田

・
藤
原

（川

鉄
）、
２
１
０
東

・
柳
本

全
二
化

・

旭
本
中
教
）

▽
準
決
勝

い
蟻
編
「
）
２
１
０
天
野
・竹
原
（山
　
　
　
購

▽
準
決
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
決
勝

キ 9 15151513

多1:|111:

15 15 15 9 15

1 1し  ↓ 1: ↓
0      1
二 金 森 小

塚 尾 下 寺

藤 平 藤 芳

原 田 原 上
2       2

15 16 15 15 15
1 1 1 1 1
11 18 12 10 6

l      o
山 松 藤 板

本 井 井 谷

橋 岡

本 部
2

15 15 0
1 1 1
5  9 15

1

原 松

田 島

貝 石

原 田   原 田
2          2

囲 囲
1              1

橋 岡   森 小

本 部   下 寺

15 15
1   1

11 10

▽
決
勝軒　脚２
（‐５‐５‐‐‐２８）０耐　原．Ｌ

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
準
々
決
勝

岡
部

（
カ
ネ
ボ
ウ
）
２
１
０
貝
原

（商
工
会
議
所
）、
小
寺

（松
本
組
）

２
１
０
松
島

（
山
陽
女
高
）、
石
田

（ア
サ
ヒ
ブ
レ
ッ
ド
）
２
１
０
天
野

（山
陽
女
高
）
、
森
下

（岡
山
市
役
所
）

２
１
０
原
田

（山
陽
女
高
）

▽
準
決
勝小　寺２
（‐‐‐‐‐‐３５）０岡　部

石　田２
（‐‐‐‐‐‐４３）０森　下

▽
決
勝

小
　
寺
２

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
準
々
決
勝

岡
部

・
橋
本

（カ
ネ
ボ
ウ

・
岡
山
市

役
所
）
２
１
０
轟

。
合
田

（山
陽
女

高
）、
松
島

・
原
田

（山
陽
女
高
）

２
１
０
友
滝

・
永
田

（瀬
戸
農
高
）、

小
寺

・
森
下

（岡
山
市
役
所
）
２
１

０
藤
原

・
成
山

（
山
陽
女
短
）、
石

田

・
貝
原

（ア
サ
ヒ
ブ
レ
ッ
ド

・
商

11 11 3
1 1 1
5  3 11

1

石

田

０
藤

井



男
女
の
協
力
に
よ
る
″真
の
団
体
戦
″
ヘ

日
本
リ
ー
グ
私
案

阿
部
信
行私

は
大
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
プ
レ

ー
ヤ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
日
本
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
リ
ー
グ
が
い
よ

い
よ
は
じ
ま

っ
た
こ
と
を
喜
ん

で
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
不
満
が
多
く
、
自
分
な
り
に

考
え
て

「
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
リ
ー
グ
私
案
」
な
る

も
の
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
た
。
許
さ
れ
る
も
の
な
ら

ば

『
バ
ド
界
』
に
の
せ
て
頂
き
、
読
者
の
皆
様
の
ご

意
見
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸

い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

「私
案
」
の
後
に
自
分
な
り
に
解
説

・
主
張
を
述
べ

ま
し
た
の
で
、
そ
れ
も
お
読
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願

い
致
し
ま
す
。

◆
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
リ
ー
グ
私
案

ｏ
試
合
は

Ｓ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｓ

Ｌ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

の
二
複
二
単
で
行
な
う
。

ｏ
試
合
は
１
コ
ー
ト
で
行
な
い
第
１
回
大
会
は
Ｌ

Ｓ
か
ら
行
な
い
、
２
回
大
会
は
Ｍ
Ｓ
か
ら
、
３

回
大
会
Ｌ
Ｓ
か
ら
と
い
う
よ
う
に
交
互
に
Ｍ
ｉ

ｘ
Ｄ
を
中
心
に
大
会
ご
と
に
試
合
順
を
逆
に
す

２

つ

。

ｏ
各
試
合
の
間
隔
は
５
分
と
し
、
１
人
の
選
手
は

重
複
し
て
異
な
る
３
種
目
に
出
場
し
て
も
よ

い
。

ｏ
登
録
人
数
は
４
人
以
上
８
人
以
下
と
す
る
。
た

だ
し
男
女
そ
れ
ぞ
れ
２
人
以
上
４
人
以
下
で
あ

２
つ
，
」
，
Ｃ
。

ｏ
第
１
回
大
会
の
行
な
わ
れ
る
前
１
年
以
内
に
予

備
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
な
う
。

こ
れ
は
完
全
抽

選
制
に
よ

っ
て
組
合
せ
を
決
め
る
。
ま
た
、
試

合
は
Ｍ
Ｓ
か
ら
と
す
る
。

ｏ
第
１
回
大
会
は
予
備
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果
を

機
械
的
に
ラ
ン
ク
付
け
し
、
上
位
６
チ
ー
ム
を

１
部
と
し
、
以
下
６
チ
ー
ム
ご
と
に
区
切
り
２

部
、
３
部
…
…
と
す
る
。

ｏ
各
部
間
で
最
下
位
１
チ
ー
ム
と
優
勝
チ
ー
ム
に

よ

っ
て
入
替
え
戦
を
リ
ー
グ
戦
終
了
後
１
カ
月

以
内
に
行
な
う
。

ｏ
各
試
合
と
も
メ
ン
バ
ー
不
足
等
、
棄
権
は
す

べ

て
０
１
５
の
負
け
と
す
る
。

ｏ
リ
ー
グ
内
順
位
は
、

・
勝
敗
数

・
得
失
ゲ
ー
ム
数

・
得
失
セ
ッ
ト
数
　
　
　
の
順
で
決
す
る
。

そ
れ
で
も
２
チ
ー
ム
以
上
が
同
じ
で
あ
る
場
合
は

前
大
会
の
上
位
チ
ー
ム
を
上
位
と
す
る

（第
１
回
大

会
に
お
い
て
は
予
備
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）。

◆
解
説
と
主
張

現
在
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
（愛
好
家
）
は

５
０
０
万
人
と
も
６
０
０
万
人
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、

報
道
機
関
や
ノ
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
評
価
は
あ
ま
り
に

低

い
と
い
え
ま
す
。
今
後
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
、
せ
め

て
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
数
に
比
例
す
る
だ
け
の
報
道
、
評

価
を
受
け
、
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
望
ん
で
こ

の
私
案
を
つ
く
り
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
苦
し
い
が
、

ま
た
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
お
も
し
ろ
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
。
そ
れ
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
知

っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
お
も
し
ろ
さ
を
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
い
ま
だ
や

っ
た
こ
と
の
な

い
人
に
も
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
も

っ
と
も

つ
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
特
徴
を
引
き
出
し
、
見
て
も
ら
う
の
が

一
番
で

あ
ろ
う
と
思
う
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
よ
さ
は
、
老
若
男
女
だ
れ
に
で

も
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
も
同
じ
ル
ー
ル
の
下

で

（女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
Ｈ
ポ
イ
ン
ト
制
だ
け
異
な
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る
が
、
男
女
で
試
合
を
や
る
時
は
普
通
に
１５
ポ
イ
ン

ト
な
ど
で
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
余
談
だ
が
、
い
ず

れ
は
女
子
も
１５
ポ
イ
ン
ト
制
に
な
る
の
で
は
な

い
か

と
思
う
。
ま
た
希
望
す
る

）
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い

、
つ

こ

レ
ｃ
。

そ
し
て
、
子
供
が
大
人
に
勝
ち
、
女
性
が
男
性
に

勝
つ
と
い
う

こ
と
も
珍
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ

の
う
え
Ｍ
ｉ

ｘ
も
あ
り
、
Ｍ
ｉ

ｘ
Ｄ
が
Ｍ
Ｄ
に
勝

つ

の
も
ま
た
よ
く
あ
る
話
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
野
球

や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
で
は
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
盛
ん
に
な

っ
て
き
て
い
る

一
つ

の
大
き
な
要
因
で
も
あ
ろ
う
。
恋
人
同
士

・
親
子
で

あ
る
い
は
師
弟

。
兄
弟

・
夫
婦

・
友
達
は
た
ま
た
お

爺
ち
ゃ
ん
と
孫
、
ど
ん
な
ふ
う
に
組
ん
で
も
試
合
が

で
き
る
の
だ
か
ら
。

団
体
戦
な
ど
そ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
優
れ
た
特
性

を
生
か
し
、
男
女
単
複
混
合
の
５
種
目
を
折
り
混
ぜ

行
な
え
ば
、
ど
ん
な
に
お
も
し
ろ
み
を
増
す
で
あ
ろ

つヽ
か
と
思
う
。
特
に
今
ま
で
公
式
戦
、
い
や
練
習
で
も

と
か
く
低
く
見
ら
れ
て
い
た
Ｍ
ｉ

ｘ
Ｄ
を
団
体
戦
に

入
れ
る
こ
と
で
、
Ｍ
ｉ

ｘ
Ｄ
後
進
国
日
本
も
少
し
は

ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
近
づ
く
だ
ろ
う
し
、
何
よ
り
も
日
本

国
内
に
お
い
て
盛
ん
に
な
る
と
思
う
。
本
気
で
や

っ

て
み
れ
ば
誰
も
Ｍ
ｉ

ｘ
Ｄ
の
難
し
さ
、
お
も
し
ろ
さ

に
驚
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
あ
ま
り
に
低
調
で

あ
る
の
が
残
念
で
あ
る
。

日
本
リ
ー
グ
に
し
て
も
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
し
て

も
、
イ
ン
カ
レ
に
し
て
も
、
実
業
団
大
会
に
し
て
も
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
男
女
と
も
に
同
じ
ル
ー
ル
の
下
行

な
え
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
し
か
も
Ｍ
ｉ

ｘ
Ｄ
と
い

う
お
も
し
ろ
い
種
目
ま
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
男

女
別
団
体
戦
に
し
て
い
る
。
な
ん
と
お
か
し
な
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。

昨
年
末
に
は
じ
ま

っ
た
日
本
リ
ー
グ
の
批
判
を
い

わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
団
体
戦
の
お
も
し
ろ
味
が
オ
ー

ダ
ー
に
あ
る
の
に
、
Ｄ‐
、
Ｄ２
を
協
会
が
認
め
た
強
い

順
と
す
る
こ
と
な
ど
と
い
う
制
約
を

つ
け
、
オ
ー
ダ

ー
に
よ
る
個
人
の
単
な
る
足
し
算
と
は
異
な
る
は
ず

の
団
体
戦
の
力
を
発
揮
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
と
同
様
、
重
複

異
種
目
出
場
を
禁
じ
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
オ
ー
ダ

ー
の
妙
味
を
減
じ
る
こ
と
と
疲
労

・
心
理
要
因
か
ら

起
こ
る
変
化
に
よ
る
お
も
し
ろ
さ
も
減
じ
て
し
ま

っ

て
い
る
。

自
分
で
我
が

「
私
案
」
の
よ
さ
を
述
べ
さ
せ
て
も

ら
う
が
、
ま
ず
重
複
出
場
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
１

人
の
力
を
チ
ー
ム
の
事
情
に
よ
リ
フ
ル
に
生
か
せ
る

こ
と
。
ま
た
逆
に
場
合
に
よ

っ
て
は
２
人
が
か
り
、

３
人
が
か
り
で
１
人
を
疲
れ
さ
せ
、
団
体
戦
勝
利
を

可
能
に
す
る
と
い
う
可
能
性
・も
あ
る
こ
と

（
そ
の
た

め
に
各
ゲ
ー
ム
の
間
隔
を
５
分
と
規
定
し
て
い
る
）。

ま
た
、
男
女
の
協
力
が
あ

っ
て
初
め
て
団
体
戦
勝
利

を
収
め
ら
れ
る
こ
と
。
今
ま
で
よ
く
あ
り
が
ち
の
男

子
だ
け
、
女
子
だ
け
強

い
チ
ー
ム
で
は
な
か
な
か
大

変
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
の
ど
ち
ら
か
が
相
対
的
に

弱

い
の
が
あ
た
り
ま
え
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
や
っ
て

み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
と
い
う
可
能
性
を
出
す
。

大
会
ご
と
に
Ｌ
Ｓ
か
ら
あ
る
い
は
Ｍ
Ｓ
か
ら
と
し

た
の
も
、
団
体
戦
で
あ
る
だ
け
に
先
取
ポ
イ
ン
ト
の

与
え
る
影
響
が
大
き
い
だ
け
に

（ま
た
逆
に
Ｌ
に
あ

る
い
は
Ｍ
に
あ
る
い
は
Ｍ
ｉ

ｘ
に
決
勝
ポ
イ
ン
ト
が

か
か
っ
て
く
る
か
の
影
響
が
大
き

い
だ
け
に
）
大
会

ご
と
の
変
化
が
期
待
で
き
る
か
ら
お
も
し
ろ
い
だ
ろ

こ
の
よ
う
に
、
現
行
の
日
本
リ
ー
グ
が
試
合
を
や

る
前
か
ら
結
果
が
ほ
ぼ
見
え
る
の
に
対
し
、
か
な
り

お
も
し
ろ
味
が
増
す
こ
と
は
受
け
あ
い
で
あ
る
。

ま
た
、
よ
り
お
も
し
ろ
く
す
る
た
め
に
、
日
本
リ

ー
グ
の
よ
う
な
大
き
な
大
会
が
将
来
成
長
し
た
時
な

ど
運
営
上
可
能
に
な
る
だ
ろ
か
ら
、
今
の
う
ち
提
言

LR_LR_Laセ
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第
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大
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瀧
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みの振替用紙に必要事項を明記

のうえ、お近くの郵便局からど

うぞ。バ ドミントン界編集部

まれば300円になります。(送料

一)ので、ぜひクラブか

ttBADMINTON ⅥりRLD"ス

テッカーは、銀パクにグリーンと

自で印刷したしゃれたデザイン

です。もうすでに4年目を迎え、

多くの人々のラケットケース、

キャリングバッグに '(光つて"

|い手段100円ですが、 5枚まと

キャリングに″

ラケットケースに.″

チームでまとめてください。

お申込みは、本誌巻末とし

キラリと光る

The
Badndnton
VVorid
ステッカー

東
示

者『
大
田
区
石
り||

阿 町

学 部 丁
生  目
⌒ 信 十
23    三二
歳 行 の

ン
の
強

い
国
で
あ
る

（
そ
れ
が
日
本
と
な

る
こ
と
を
願
う
が
）。

こ
れ
は
サ
ー
ク
ル
ご
と
の
対
抗
戦
に
も
い
え
る
こ

と
で
、　
い
ろ
い
ろ
と

（Ｍ
ｉ

ｘ
を
含
め
て
）
オ
ー
ダ

ー
を
作
り
、
試
合
を
し
た
ら
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

最
後
に
登
録
人
数
だ
が

『
私
案
』
に
お
い
て
４
人

以
上
８
人
以
下
と
し
た
根
拠
は
、
最
低
４
人
あ
れ
ば

３
複
２
単
が
組
め
る
し
、
重
複
な
し
で
３
複
２
単
が

８
人
で
組
め
る
こ
と
に
よ
る
。
８
人
に
と
ど
め
た
の

に
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

一
つ
は
８
人
と
い
う
少
な

い
レ
ギ
ラ
ー
の
座
を
目

指
し
て
各
組
織
の
中
で
覇
を
競

っ
て
こ
そ
強
く
な
る

と
で
２

」と
。

も
う

一
つ
は
人
数
が
多

い
団
体

（
９
人
以
上
の
）

な
ら
ば
、
た
と
え
故
障
者
が
出
て
も
重
複
し
な

い
で

オ
ー
ダ
ー
を
組
め
る
と
い
う

ハ
ン
デ
ィ

（有
利
さ
）

を
、
あ
え
て
切
り
落
す

こ
と
に
よ

っ
て
小
人
数
団
体

に
も
勝
利
の
可
能
性
を
増
す
と
い
う

こ
と
。

そ
し
て
、
全
チ
ー
ム
が
大
会
が
は
じ
ま

っ
て
か
ら

終
る
ま
で
ど
ん
な
に
苦
し
く
と
も
代
役
な
し
の
８
人

以
内
で
戦
い
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
リ

―
グ
戦
の
持
久
戦
的
お
も
し
ろ
さ
を
持
た
せ
る
た
め

で
あ
る
。

各
チ
ー
ム
と
も
同
じ
よ
う
に
苦
し
い
で
ぁ
ろ
う
し

終

っ
て
み
な
け
れ
ば
最
終
的
な
勝
負
が
つ
か
な
い
と

い
う
危
険
性
を
は
ら
ん
だ
本
当
の
リ
ー
グ
戦
ら
し

い

リ
ー
グ
戦
に
な
る
だ
ろ
う
。

以
上

い
い
た
い
ほ
う
だ
い
を
い
っ
た
が
、
初
期
運

営
上
の
困
難
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

（
日
本
リ
ー

グ
参
加
希
望
団
体
が
少
な
い
と
か
）、
必
ず
や
男
女
別

で
な
い
、
本
当
の
団
体
戦
で
あ
る
新
た
な
日
本
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
リ
ー
グ
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願

っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
日
本
リ
ー
グ
に
限
ら
ず
、
各
種
団
体
戦
が

男
女
の
協
力
に
よ
る
勝
利
を
目
指
す
団
体
戦
と
な

っ

て
い
く
こ
と
、
そ
う

ぃ
ぅ
試
合
が
広
く
各
サ
ー
ク
ル

地
区
な
ど
で
も
行
な
わ
れ
て
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
が
大
き

く
発
展
し
て
ゅ
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

一丁

１４５
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日
本
で
は
ど
ん
な
規
模
の
試
合
で

も
、
公
式
戦
と
な
れ
ば
必
ず
最
低
主

審
は
つ
い
た
。
地
区
大
会
、
県
大
会

と
も
な
れ
ば
２
名
の
線
審
ま
で
つ
い

た
。そ
し
て
現
在
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
で
運
営
さ
れ
て
い
る
か
は
定
か
で

な
い
が
、
３
年
前
私
が
日
本
を
離
れ

る
ま
で
は
、
敗
者
審
判
制
が
通
常
で

あ
っ
た
。
試
合
に
負
け
た
者
が
次
の

試
合
の
審
判
を
す
る
。
負
け
て
次
の

試
合
が
な
い
の
だ
か
ら
、
体
調
を
整

え
る
必
要
も
な
い
。
審
判
を
お
お
せ

つ
け
る
に
は
格
好
の
理
由
で
あ
る
が

（次
に
試
合
を
控
え
て
い
る
者
に
審

判
を
命
ず
る
よ
り
は
妥
当
性
が
あ
る

と
い
う
意
味
で
）、試
合
に
負
け
た
者

の
心
情
か
ら
す
れ
ば
、
審
判
ど
こ
ろ

で
は
な
い
と
い
う
の
が
偽
わ
ら
ざ
る

気
持
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
試
合
を
す
る
に
は
選

手
と
審
判
が
必
要
だ
と
い
つ
当
り
前

の
概
念
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
主
に

運
営
上
の
問
題
か
ら
苦
肉
の
策
と
し

て

（私
は
あ
え
て
こ
う
い
う
）
敗
者

審
判
制
を
発
明
し
た
。

で
は
い
っ
た
い
イ
ギ
リ
ス
で
は
ど

う
い
う
形
で
こ
の
問
題
を
解
決
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
私
は
興
味
津
々
と

し
て
こ
の
点
を
探
っ
て
み
た
。
答
え

は

「審
判
な
し
」
で
あ
る
。

審
判
な
し
で
ど
う
し
て
試
合
が
進

行
す
る
の
だ
ろ
う
。
対
戦
し
て
い
る

プ
レ
ー
ヤ
ー
同
士
が

「審
判
」
を
す

る
の
だ
か
ら
、
当
然
食
い
違
い
が
生

ず
る
。
お
互
い
に
そ
れ
が
ポ
イ
ン
ト

に
つ
な
が
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
必
死
に
な
る
の
は
当
リ
ユ則

と
こ
ろ
が
こ
う
考
え
る
の
が
わ
れ

わ
れ
独
自

（，
）
の
考
え
方
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

日
本
で
い
え
ば
市
あ
る
い
は
県
大

会
と
で
も
い
う
べ
き
レ
ベ
ル
の
試
合

に
参
加
し
た
私
は
、
こ
の
位
の
試
合

で
も
、
自
分
達
で
審
判
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
を
知
ら
さ
れ
、
試

合
が
始
ま
る
ま
で
い
っ
た
い
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
と
い
う
気
持
で

一
杯
だ

っ
た
。
し
か
し
い
ざ
試
合
が
始
ま
っ
て
み

る
と
、
そ
こ
に
真
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

シ
ッ
プ
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
判
定
が

（特
に
イ
ン
か
ア
ウ
ト
か

の
判
定
）
い
か
に
自
分
に
不
利
で
あ

っ
て
も
、
驚
く
ほ
ど
正
確
に
ア
ウ
ト

は
ア
ウ
ト
、
フ
ォ
ル
ト
は
フ
オ
ル
ト

と
判
定
す
る
。
い
い
争
い
や
、
食
い

違
い
は
全
く
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

実
に
す
ば
ら
し
い
と
し
か
い
い
よ

う
が
な
い
。
更
に
多
く
の
プ
レ
ー
ヤ

ー
に
自
分
達
で
審
判
を
す
る
こ
と
に

よ
る
問
題
点
が
な
い
か
を
現
在
、
過

去
に
わ
た
っ
て
聞
い
て
み
た
が
、
や

は
り
答
え
は
ノ
ー
で
あ
っ
た
。

そ
う
い
え
ば
二
年
ほ
ど
前
全
英
直

前
に
開
か
れ
た
Ｂ
Ｐ
ク
ラ
プ
の
招
待

試
合
に
日
本
チ
ー
ム
に
同
行
し
て
い

っ
た
時
、
銭
谷

・
栂
野
尾

（旧
性
相

沢

・
竹
中
）
組
対
ボ
ク
ソ
ー
ル
・
ウ

ェ
ト
ナ
ー
ル
組
の
ダ
ブ
ル
ス
に
、
ノ

コ
ノ
コ
頼
ま
れ
も
し
な
い
の
に
主
審

を
か
っ
て
出
て
、
栂
野
尾
夫
人
に
「審

判
は
い
ら
な
い
ん
で
す
よ
」
と
い
わ

れ
て
よ
け
い
な
こ
と
を
し
た
と
い
う

恥
か
し
さ
と
と
も
に
、
逆
に
、
国
際

的
な
招
待
試
合
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
争

う
ほ
ど
の
試
合
な
の
に
、
ど
う
し
て

審
判
な
し
で
や
っ
て
い
け
る
の
だ
ろ

う
と
大
き
な
疑
間
を
持
っ
た
こ
と
を

今
、
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
て
鮮
明

に
思
い
出
す
。

そ
し
て
今
思
う
こ
と
は
、
も
し
日

本
で
こ
の
方
式
を
採
用
し
た
ら
、
い

っ
た
い
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
は
た
し

て
フ
ェ
ア
ー
な
試
合
が
展
開
さ
れ
る

だ
ろ
う
か
と
、
逆
に
疑
間
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
大
き
な
基
本
で
あ
る

「
フ
ェ
ア
ー
プ
レ
ー
の
精
神
」
を
養

う
た
め
に
も
、
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル

ま
で
な
ら
、
試
し
て
み
る
の
も
、
あ

な
が
ち
無
駄
な
こ
と
で
は
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
。

（在
ロ
ン
ド
ン
・
山
本
洋
彦
）

審
判
な
し
で
も
フ
エ
ア
プ
レ
ー
で
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ガ働いているからと思われる。ダフルスという語にもこれに似た影響 (すなわち タ`フルでやる試合
″の意味)が含まれて

いるかもしれない。

嘔, singles(シ ングルス)

douЫ e touch ダフル・タッチ。日本バドミントン協会指導委員会編の用語集 (既出)は「シヤトルが一人のフレーヤー

とそのパートナーにより続けて打たれたとき」と定義し、日本教職員ノヽドミントン連盟監修のノヽドミントン・ハンドフック、

第111編審判に関する 1 00 PoO集でも
｀
審判用語
〃の中で「シヤトルが一人のフレーヤーとそのパートナーによつて続けて打た

れたとき」と説明している。また、同ハンドフック第 I編競技規則400問集では「タフル・タッチはダフルスのベアーが続

けて打つことです」と述べている。

言葉の説明としては、簡にして要で、これで十分だが、問題はこれが英語がどうかということである。るヽつうの辞書の中

では、世界最大のものの一つである Randam House版 にもな<(ダブル・ヒットもない)前記の二つのスポーツ用語辞

典 (llVebster'sお よび The‖ lustrated― )にも含まれていない。Webster'sでは、見出し語としてはあるが、説明は

フェンシングでの 両`者の合い打ち
〃にとど志っている。

わずかにThe‖ lustratedの ノヽドミントンの double ntの 項の後半に・or lf a p ayer and partner both nt

lt before it crosses the net"(ま たは一人のフレーヤーとそのパートナーがともにシャトルがネットを越える前に打

つた場合)と述べ、これはダフル・ヒットの一環であるとしている。編者(後藤)にも、こうなるとなんだかよ<わからない。

なお、日本の競技規則でいうところのダフル・タッチに該当する英語の条文は IBFルールの第14条 フ`オルト″の (h)

頂の一番最後にあり、こう書かれてある。

・or if the shutt e be nit by a p ayer and his partner successive y"(も し<は、そのシャトルが■人のプレ

ーヤーとそのパートナーによつて、続けて打たれた時)

down ダウン。野球やフットポールで、ワン・ダウン、ツー・ダウンなどという時の、あのダウン。バドミントンの試

合ではダフルスでサーフ権を持つている倶」が、ラリーに負けた時の状態を表わす言葉。すなわち、ダブルスではゲームの最

初のイニングを除いては、ラリーに負けるまでサーフを続け (ラリーに勝てば得点となる)ることができる。この場合、最

初ラリーに負けてサーバーガパートナーに移つた場合をワン・ダウン、第ニサーバーも失権して相手にサービス権ガ移れば、

その時はツー・ダウン (two down)と 称する。

け in雨 ng(イニング)

down the:ine ダウン・ザ・ライン。直訳すると ラ`インを下つて、ずつと″で、この場合のラインはサイド・ライン

のこと。つまり、フオフかパックかいずれかのサイド・ラインに平行に、深いタマを打ち込むことを意味する。

日本語では、フロスでない打球はなんでもかんでも ス`トレート
″(stralght)片付けてしまう。しかしながら、ストレ

ート (真つすぐな)はカーフ (curved)と一対になる言葉であり、曲がらないものは本来すべてガストレートという。

(straight― bent,croocked,curved「 英語反対語辞典・東京堂出版」)したがつて、ストレートはすべて
｀
サイド・

ラインに平行
〃ばかりを意味しないこともあり得ることは頭に入れておいて損でない。

ただし、傾向的には英国人はストレートを、米国人はダウン・ザ・ラインを主に使うようである。

回 ① On bOth SideS l recommend mtting the ha f―volley dOwn the‖ ne(フォア、パツクいずれのサイドに

しても、ハーフポレーは真つすぐ返す万がいいと思います。)② …the shuttle takes longer to fly dlagOnally than

it does straight.(シ ャトルのフライトは、ストレートより対角方向に打たれた万が滞空距離が長くなるの

draw ドロー。非常に範囲の広い言葉だが、原義は ｀3<″ で、スポーツでは主として次の二種類に使われている (」

ルフのドローポールを除<)。 ① ヨ|き分け (名詞、動詞同形)匝 ]The game ended ln a draw(そ の試合は31き分

けに終わつた)② 組み合わせのフジを3<(つまり、組み合わせを作る)。 組み合わせのワク組を書いた紙をドロー・シ

ート (draw sheet)と いう。また、 ク`ジをヨき当てる
″という意味から次のような使い万もある。 EOI She drew a

a bye(不戦勝を3き当てたD

□  3<、 という原義から生まれた言葉は数多い。机やタンスの31き出しは drawer(ド ローア)であり、また製図家を

も表わす。日本語になつているスロースは、この複数形 drawersガ ナマつたものである。また、この drawersは
｀3き

出しの複数形
″として、タンスそのものの意味にもなつている。

dribble→ double hit くDの項つづく
'
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後藤忠弘/編

Dの項つづ き  (18ベージからつづく)
dope,doping ドーブ、ドービング。ドープはもともとは競馬の出走馬|こ飲ませる一種の刺激剤・興奮剤。ドーフを投写

することガドービングである。すなわち、一時的に薬物の力を借りて馬を興奮状態に置き、競争能力を高めようとするもの

で、手段が不正であるばかりが、薬物そのものが有害であることも多<、 もちろん禁止されている。

ところが1960年頃から、同じことをスポーツマンに応用して競技能力を高めさせ、勝利を得ようという風潮が主として欧

小Nを中心に盛んになつた。なかには投与された薬物が原因で死亡したものもいる。このため 10C(国際オリンピック委員

会)はオリンピック憲章でその禁止をうたい、大会時に選手がドービングしていないかどうかをテストすると明記、なおか

つ、細貝」でオリンピック競技者が服用すれば違反になる薬物リストをつ<り、各国チーム・ドクターにチェックの責任を負

わせている。

また、ドーピング・テストといわれる検査はオリンビックばかりでな<、 主要国際競技会でもやるよう勧告されており、

今日では、オリンピック種目以外の競技でも実施するようになつている。主な薬物としては麻薬類、覚醒剤、血管拡張剤、

精神安定剤など。

□ 以上のようなことから、ドープはアメリカ俗語では麻薬の代名詞として使われている。また、競馬に投与して能力を

高める→その馬が勝ち馬候補になることから 予`想の極秘情報
″、こ<一般にも な`いしよの話〃の意味に使われている。

douЫ e ht ダフル・ヒット。読んで字のこと<｀ 2度打ち″。同一選手が同一ストローク中に、2度、シヤトルを打つこ

と。反則 (フオルト、fault)の一種で、守備慣」がこれを犯した場合は相手のポイントとなり、サービス倶Jが犯した時liは

サービス権が相手|こ渡るか、またはセカンド・サーバー (ダフルスの場合)となる。

ダフル・ヒットのようなフレーは、さらにあることではない。しかし。球勢に押されたり、シヤトル|こやつとFoOに合つた

時、打面の中心にうま<当たらなかつた時、などの場合は、いつたんラケットli当つたシヤトルガ急速に前万に飛行し去ら

ず、もう一度、打面に当ることがある。

日本ではこれをドリフル (dribble)と呼びならわしている。しかし、英語のドリフルには 2`度打ち〃という本質的な

意味はない。Webster's sports Dictlonary(既 出)では、全文37行にわたつて dribb eの 解説があるが、タフル・タ

ッチの意味に該当する記述はな<、 ほとんどの部分が サ`ツカー、ホッケー、アイスホッケー、水球およびバスケットポー

ルで、ポール (パック)を運ぶ手段〃の説明に費やされている。

パレーボールでも、この 2`度打ち〃状態ガレシーフ動作の中で起きることがあり、日本ではこれも同様にドリフルとい

つている。しかし、この場合も英語ではそうは表現しないらし<、 The‖ lustrated Handbook of SpOrts Terms(F/1

出)ではノヽレーボーノしの用語解説の頂で、これをタフル・ヒットとして次のように説明している(もちろんノヽドミントンに

も似た記述がある光

doub:e h:t VVhen one player hits the ba‖  t、ハ′ice in succession in a single attempt to play(後略)

すなわち「一人の選手ガー回のフレー動作中、続けて 2度ポールを打つた時…」

douЫ es ダフルス。ネットで区切られた各ハーフ・コートに、二人ずつのフレーヤーガ入つて行うフレー男子タフルス

(men's doubles)女 子ダフルス (women's doubles)混合ダフルス (mixed doubles)の 3種類がある。

ダフル (double)は シングル (gngle)の倍で、2倍、2重などを意味し、それ自体ガ複数を表わしている。しかし、ダ

フルス試合は、ネットに相対してダフル (二人一組)が二組いて成立するフレーだから、やはり単にダフルといつたのでは
あかしい。

ところで英語にはこのように複数形にすると、意味、内容の変わるものがい<つもある。 身近かなスポーツ用語でも
champlons師 p(選手権)を複数にすると ｀選手権大会″という ｀試合″を表わすことがあり、トーナメントの決勝戦は 4

試合しかないのにfinals(ファイナルス)と複数にするのも、単|こ一般用語としてのファイナル (最終の)と区別する意識

3ア
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０
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１
昼
総
額
４
０
０
０
ポ
了ヽ

動

き

の
速

さ

て
キ

ー

ル
ス
ト

ロ
ム
が

優

勝

女
子
は
ウ

ェ
プ

ス
タ
ー
が
キ

ル
ビ
ン
ト

ン
を

一
蹴

ウ
エ
ー
ル
ズ

。
オ
ー
プ
ン
選
手
権

大
会
は
∃
ネ
ッ
ク
ス

・
オ
ー
フ
ン
選

手
権
大
会
と
な
つ
て
、
カ
ー
デ
ィ
フ

ロ
ソ
フ
ィ
ア

・
カ
ー
デ
ン
ズ
で
復
洒

し
た
。
四
千
ポ
ン
ド
の
賞
金
や
す
ば

ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ

・
セ
ン
タ
ー
が
多

勢
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
あ
歴
々
を
ひ

き
つ
け
る
磁
石
だ
つ
た
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
準
々
決
勝
で

の
番
狂
わ
せ
は
、
ビ
リ
ー

・
ギ
リ
ラ

ン
ド
の
出
場
中
止
と
、
若
い
ウ
エ
ー

ル
ズ
の
ホ
ー
フ
、
フ
ィ
ル

・
サ
ッ
ト

ン
を
倒
し
た
ノ
ル
ウ
エ
ー
の
有
望
選

手
Ｐ
・ト
レ
ソ
ン
に
対
し
て
マ
イ
ク
・

ウ
ィ
ル
ク
ス
が
１５
‐
９
と
セ
ッ
ト
を

と
つ
た
後
の
退
場
だ
つ
た
。

ウ
エ
ー
ル
ズ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
学
生

Ｙ
・
Ｃ
・
リ
ム
は
ベ
ン
ト

・
フ
ロ
ー

マ
ン
を
よ
＜
破
り
、
準
々
決
勝
に
進

ん
だ
が
、
レ
イ

・
ス
テ
イ
フ
ン
ス
に

‐５
‐
〇
ヽ
‐５
‐
６
と
敗
退
。
前
年
の

全
英
選
手
権
ダ
フ
ル
ス
で
惜
し
＜
も

勝
利
を
逸
し
た
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
の
若

手
Ｓ
・
カ
ー
ル
ス
ソ
ン
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
ア
ン
テ
ィ
・
グ
ー
ド
を
“
―

‐２
ヽ
‐５
‐
フ
と
破
つ
た
。

準
決
勝
で
は
ス
テ
ィ
フ
ン
ス
は
カ

ー
ル
ス
ソ
ン
を
破
リ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

か
ら
の
あ
返
し
を
し
た
。
も
う

一
万

の
ジ
∃
り
―
対
キ
ー
ル
ス
ト
ロ
ム
戦

は
患
を
の
む
応
酬
の
末
、
１５
‐
９
、

ジ
エ
ー
ン

・
ウ
エ
フ
ス
タ
ー

‐５
‐
‐２
で
キ
‐
ル
ス
ト
ロ
ー
ム
の
勝

不
ス
テ
イ
プ
ン
ス
と
キ
ー
ル
ス
ト
ロ

ー
ム
の
決
勝
。
括
抗
し
て
い
る
か
に

見
え
た
第
２
セ
ッ
ト
は
‐５
‐
‐０
で
キ

ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ム
。
第
２
セ
ッ
ト
は

‐１
１
３
で
ス
テ
ィ
フ
ン
ス
が
リ
ー
ド

こ
の
セ
ッ
ト
手
に
入
れ
た
か
の
よ
う

に
拍
手
が
は
じ
け
る
。
し
か
し
、
キ

ト
ー
マ
ス

・
キ
ー
ル
ス
ト
ロ
ム
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―
ル
ス
ト
ロ
ー

ム
の
た
て
つ
つ

け
の

フ
点
。

そ
の
後
も
ラ
ウ
ン
ド

・
ザ

・

ヘ
ツ
ド

・
ス
マ
ッ
シ
ュ
や
ネ

ッ
ト

・

キ
ル
で
得
点
。
最
後
は
フ
エ
イ
ン
ト

の
き

い
た
ド

ロ
ッ
プ

で
浅

い
返
球
を

誘

い
終
了
。

「
ぼ
＜
は

ス

ロ
ー

・
ス

タ
ー

タ
ー

だ

か
ら
。
体
ば

か
り
じ

ゃ
な
＜
て
、

気
持
も
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ツ
プ
ガ

跡

要
な
ん
だ
。
第

２
セ

ッ
ト
で
は
と

て

も
だ

め
か
と
思

つ
た
が
、
ぼ
＜
は
レ

イ
よ
り
動
き
が
早

い
と
知

っ
て
る
か

ら
…
…
」

女
子
シ
ン
グ

ル
ス
、
ノ
ラ

・
ベ
リ

ー
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ジ

ュ
リ
ー

・
マ
ク
ト

ナ
ル
ド
を

１１
１

９
、

‐１
１

５
、
オ
ラ
ン
タ

の

Ｐ

・
ク
ロ
エ
ト
を

網
１

１
、

１１
１

２
と

一
蹴

し
た
が

、

背
中

の
痛

み
に
、
キ
ル
ウ

ィ
ン
ト
ン

に

１１
１

ア
、

‐１
１

フ
と
敗

ね
た
。

決
勝
は
キ
ル
ウ

ィ
ン
ト
ン
の
ク
リ

ア
Ｅ
伸
び
が

な
＜
、
ジ

エ
ー
ン

・
ウ

エ
フ

ス
タ
ー

の
み
ご

と
な
つ
ロ
ス

・

コ
ー
ト
に
屈

し
た
。

１１
１

６
、

１１
１

５
。こ

の
日

の
呼
び

物
、

∃
―
ロ
ッ
パ

・
チ

ヤ
ン
ピ

オ
ン
の
ト
レ
ジ

エ
ツ
ト

＝
ス
テ

イ
フ

ン
ス
組
対

マ
ス
タ
ー
ズ

・
チ

ヤ
ン
ピ

オ
ン
の
キ
ー
ル
ス
ト
ロ

ー
ム

＝
フ
ロ
ー
マ
ン
組
。

イ
ン
グ

ラ
ン
ド
勢

５
１

‐５
で
希
望

を
失
な
い
、
第

２
セ
ッ
ト
フ
ー

〇
と

ま
た
希
望
が

ふ
＜
ら
む
。
し
か
し
、

た
て
つ
つ
け
の
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
組
の

‐５
点
に
、
望
み
は
跡
か
た
も
な
＜
消

え
た
。
ベ
ン
ト

・
フ
ロ
ー
マ
ン
は
き

つ
ば
り
と
語
る
。

「
ぼ
＜
た
ち
、
良
＜
な
つ
た
ん
で
す
。

攻
め
ま
し
た
か
ら
ね
。
サ
ー
ビ
ス
の

せ
い
で
す
」

こ
う
い
う
豪
華
版
の
あ
と
の
女
子

ダ
フ
ル
ス
と
混
合
ダ
ブ
ル
ス
は
か
な

り
味
気
な
か
つ
た
。
女
子
決
勝
は
、

バ
ー
バ
ラ

・
サ
ッ
ト
ン
＝
ジ
∃
―
ク

・
ウ
フ
ン

・
ピ
ュ
ー
セ
コ
ム
組
と
カ

レ
ン

・
プ
テ
ィ
ツ
ク
＝
ジ
エ
ー
ン

・

ウ
エ
フ
ス
タ
ー
組
。
カ
レ
ン
が
縦
横

に
動
い
て
チ
ャ
ン
ス
を
半
ば
作
り
出

し
、
ジ
エ
ー
ン
が
着
実
な
ス
マ
ッ
シ

ュ
を
き
め
た
。

混
合
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
負
傷
の
ノ

ラ

・
ベ
リ
ー
の
か
わ
り
に
バ
ー
バ
ラ

・
ベ
ケ
ッ
ト
が
マ
イ
ク

・
ト
レ
ジ
ェ

ツ
ト
と
組
み
、
キ
ャ
ス
と
ナ
イ
ジ
ェ

ル

・
テ
ィ
ア
に
敗
退
。
決
勝
は
ビ
リ

ー

・
ギ
リ
ラ
ン
ド
＝
プ
テ
ィ
ツ
ク
組

対
デ
イ
ウ

。
エ
デ
ィ
＝
パ
ー
バ
ラ

・

サ
ツ
ト
ン
組
。
ギ
リ
ラ
ン
ド
の
サ
ー

ビ
ス
の
返
球
と
プ
テ
ィ
ッ
ク
の
サ
ー

ビ
ス
が
決
め
手
と
な
つ
た
。
幅
―
ア
、

‐５
　
‐Ｏ
ｏ

す
ば
ら
し
い
親
し
み
の
こ
も
つ
た

催
し
。
テ
レ
ビ
を
ご
覧
の
万
、
試
合

ト
レ
ジ
エ
ツ
ト
（左
Ｙ

ス
テ
ィ
フ
ン
ス
組

が
終
る
た
び
に
観
客
ガ
立
ち
上
が
る

の
を
見
ま
し
た
か
。
立
ち
上
が
つ
て

の
大
か
っ
さ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

観
客
席
の
椅
子
が
と
て
も
固
か
つ
た

の
で
す
。

つ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〃
２
月
号
か
ら
）

ケ
ビ
ン

・
ジ
ョ
リ
ー
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なたの手で、ひとりでも多く.ノ

い
よ
い
よ
独
立
し
ま
す

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
は
１
９
６
９

年
の
創
刊
以
来
、
１０
年
を
経
過
し
、

い
よ
い
よ

″新
時
代
″
へ
は
い
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
２０
年
、
３０
年

へ
向

け
て
、
編
集
部

一
同
さ
ら
に
努
力
し

て
い
く
覚
悟
で
す
。

そ
の
間
、
日
本
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
機
関
誌
と
し
て
発
行
を
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
協
会
が
財
団
法
人

へ
移
行
す
る
の
に
と
も
な
い
、
パ
ド

ミ
ン
ト
ン
界
編
集
部
も
名
実
と
も
に

独
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

機
関
誌
と
い
う
立
場
を
離
れ
、
よ

り
広
い
視
野
に
立
っ
て
、
パ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
の
普
及

・
発
展
に
貢
献
す

る
所
存
で
す
。

独
立
は
４
月
１
日
の
予
定
で
準
備

を
進
め
て
お
り
、
事
務
所
等
決
定
い

た
し
ま
し
た
ら
、
誌
上
に
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
ま
で
以
上

の
力
強
い
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

コ
ス
ト
ア
ッ
フ
に
■
け
ぬ
体
勢
を

現
在
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
愛
好
者

は
数
百
万
人
と
も
い
わ
れ
、
老
若
男

女
を
と
わ
ず
、
シ
ャ
ト
ル
を
通

ワヽ
姿

が
広
く
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
真
に
こ
の
競

技
を
理
解
す
る
人
は
少
な
く
、
マ
ス

コ
ミ
関
係
の
扱
い
も
マ
イ
ナ
ー

・
ス

ポ
ー
ツ
の
域
を
脱
け
出
て
い
ま
せ
ん
。

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
も
、
創
刊
以
来

Ю
年
を
経
過
し
た
と
は
い
え
、
読
者

数
も
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
原
油

の
値
上
げ
に
と
も
な
い
、
あ
ら
ゆ
る

物
価

。
経
費
が
大
幅
に
値
上
り
し
て

い
幸
ｉ
り
。

本
誌
を
直
撃
し
て
い
る
の
が
、
印

刷
用
紙
、
印
刷
イ
ン
ク
、
写
真
用
印

画
紙
、写
植
用
印
画
紙
の
高
騰
で
す
。

編
集
部
と
し
て
は
年
間
購
読
料
の

ア
ッ
プ
を
で
き
る
だ
け
押
さ
え
、
読

者
の
皆
様
の
負
担
を
大
き
く
す
る
こ

と
な
く
、
増
ペ
ー
ジ
。
内
容
充
実
を

実
現
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、　
一
人
で
も
多
く
の
読

者
に
購
読
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、　
一
冊
当
た
り
の
コ
ス
ト
を
安
く

し
、
同
時
に
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
普
及

に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
紹
介
を

今
月
号
に
、　
今
ｍ
介
ハ
ガ
キ
》
が

添
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
年
賀
状

や
、
住
所
録
の
中
か
ら
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
で
、
ま

だ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
を
購
読
し
て
い

な
い
友
人
や
、
知
人
の
お
名
前
を
、

〈
紹
介
カ
ー
ド
）
に
記
入
し
、
す
ぐ

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

編
集
部
で
は
、

〈紹
介
カ
ー
ド
》

が
届
き
ま
す
と
、
あ
な
た
か
ら
の
ご

紹
介
で
あ
る
こ
と
を
名
記
し
、
パ
ド

ミ
ン
ト
ン
界
の
見
本
誌
と
ご
案
内
を

急
送
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
へ
は
特
製
ウ
ェ
ア
を

そ
し
て
、
あ
な
た
が
ご
紹
介
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
が
、
パ
ド
ミ
ン
ト
ン

界
の
購
読
を
お
申
込
み
に
な
り
ま
す

と
、
お
礼
と
し
て
、
ご
＞
∪
〓
〓
↓
ｏ
ｚ

〓
〇
”
ｒ
∪
、　
の
プ
リ
ン
ト
を
あ
し
ら

っ
た
特
製
の
半
袖
ウ
ェ
ア
を
差
し
上

げ
ま
す
。

ど
う
か
、
す
べ
て
の
読
者
の
皆
さ

ん
が
、
こ
の
紹
介
運
動
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
り
、
編
集
部

一
同
心

か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
編
集
部
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カールトンのシャトルは,ガチョ羽根の長所を完璧にと
―卜 (羽根)の特殊構造と回転機構を採用したヘッドは,
ターンオーバーと正確なスマッシュ, スピードを生むよ

り入れました。一―スヵ
,ネ ットぎゎのすばゃぃ
う設計されています。PHOTO:左 より………トーナ

メント・ プラス, トーナメ
ント,ィ ンターナショナル ,
クラブ。

●トーナメント・プラス
1ダース ¥3,800

日本バ ドミン トン協会審査合格球
IBF(国 際バ ドミン トン連盟 )公認球

●トーナメント

:ダース ¥3,400

騎供,、1:じでつ毬鶴
●インターナショナル
1ダース ¥3,00o

日本バ ドミン トン協会審査合格球
BF(国 際バ ドミン トン連盟 )公認球

●クラフ (練習球 )
:ダース ¥2,600
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